
令和７年度 

特定非営利活動法人 だんでらいおん 

通常総会 議事進行書 

 

日 時 : 令和７年 ５月２４日（土）  

１3時 0０分～１4時３０分 

場 所 : だんでらいおん 本館１階 

 

○会員総会成立の確認 

   会員総数   令和６年度  109名 

   出席会員          名（内委任状出席     名） 

○議長の選出及び挨拶                     

○議事録署名人の選任（２名）              /              

 

◇議 案 

第１号議案   役員退任に伴う改選について 

第２号議案   令和６年度 事業報告 

第３号議案   令和６年度 決算報告 監査報告 

第４号議案   令和７年度 事業計画（案） 

第５号議案   令和７年度 予算（案） 

 

   ◇報告事項 

会員、寄附金の状況 

下記 QRコードから、 

資料をダウロードしていただけます 



第１号議案　役員改正（案）について
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令和６年度 事業報告（法人全体） 

事 業 計 画 事 業 報 告 

１．令和６年度 事業実施について 

・強度行動障がいを有する障がい者支援等の強化 

 

 

 

・事業の透明性、情報開示の強化 

 

・降ろし忘れ防止装置の設置 

 

・修繕工事：本館１階 

・正面玄関：鉄扉の入れ替え 予算：約 70 万円 

・事務所、居宅介護事務所開通工事 予算：約 35 万円 

・事務所、更衣室：クロス張替え 予算：約 18 万円 

・事務所扉：化粧シート貼り、ガラス交換 予算：約 18 万円 

・居宅介護事務所、更衣室：タイルカーペット施工 予算：

約 18 万円 

 ・北側：敷地内整地、外構工事 予算：約 30 万円 

 ・資材、諸経費など 予算：20 万円 

当初計画より見合わせ 

・居宅事務所掃き出し窓を玄関引き戸に変更 

 

・車両の買い替え 

 ・生産再開時の発注を相談。(トヨタカローラ南海松原店) 

 

・制服(ベスト)の買い替え 

・６０着 約４２万円 (株)ワキタスポーツに限らず他社も 

含め、検討する 

・中核的人材養成研修は今年度、各都道府県で受講者２名、サブトレーナ１名

ずつの研修予定となっており、今後、段階的に各都道府県で受講人数を増やす

計画のため、現時点で受講可能時期の目途は立っていない。 

 

・生活介護事業所「こんふぉーと」「リアン」７月２５日、２６日に第三者評

価を受審。（ＮＰＯ法人かんなびの丘）  別紙 評価結果報告書 総評（案） 

 

・対象車種８台（ハイエース１台、キャラバン１台、セレナ１台、シエンタ１

台、ノア４台）に設置済み 

 

・修繕工事：本館 1階 

  正面玄関交換→補修に変更になったため、１２４万３千円で工事完了。 

    (当初見積額１７９万３千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年、生産再開となり発注済。３,４４５,３１０円。納期未定。 

 

 

・(株)ハトヤへ相談し商品選定、発注済。令和７年５／２２納品済。 

消耗している物を随時交換するようにし、４０着に変更。２２万円での購入。 
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・理事報酬規程 

・理事 5,000 円／回（３月・５月・１１月）⇒  0 円 

・理事及び監事 交通費１回あたり 2,000 円 ⇒7,000 円 

計画通り実施 

 

２．人事について 

昇格人事と、職務人事での昇進の実施。 

計画通り実施 

[入職] 

常勤職員  孫 文花   生活介護 生活支援員  （１１／１付） 

川島 夏斗   共同生活 生活支援員  （１／ １付） 

髙田 朋君   生活介護 生活支援員  （２／ １付） 

森本 吉哲   共同生活 生活支援員  （２／１６付） 

孫  衛    生活介護 生活支援員  （３／ １付） 

非常勤職員 安部 みゆき 共同生活 世話人    （４／２５付） 

       大谷 秀樹  共同生活 世話人    （５／ １付） 

       原田 誠   共同生活 生活支援員  （５／ １付） 

森 彩香   共同生活 世話人    （５／２７付） 

       趙 易成   生活介護 送迎ドライバー（５／２９付） 

瀬畑 裕二  生活介護 送迎ドライバー（６／ ３付） 

       永岡 正次  生活介護 送迎ドライバー（６／２６付） 

       中岡 颯太郎 共同生活 生活支援員  （６／２８付） 

       宮口 仁光  生活介護 送迎ドライバー（７／ ２付） 

風間 直樹  生活介護 送迎ドライバー（７／ ３付） 

吉本 慎之介 共同生活 生活支援員  （７／ ５付） 

       山岡 由卓  生活介護 送迎ドライバー（７／ ９付） 

       木原 章代  共同生活 世話人    （８／１７付） 

青木 知子  生活介護 生活支援員  （１０／７付） 

 

[退職] 

常勤職員  斉藤 勇太郎（７／３０付）支援中の急性腰痛症による休職を経て 

非常勤職員 三屋 幸嗣 （６／１５付）自転車通勤途中の交通事故で休職を経て 

       安本 彩香 （３／３１付） 
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３．組織体制について 

事業の枠組み、経営責任者、業務執行責任者等の配置について 

計画通り実施 

 

４．法人業務の見直し 

スリム化し迅速な判断と全職員への周知体制強化 

計画通り実施 

 

５．賃金改定（ベア・定昇） 

 ベースアップ、定期昇給、手当の見直し 

計画通り実施 

→『ベースアップ』『定期昇給』『扶養手当、住宅手当の見直し』 

 魅力のある待遇として、求人での応募が多数あった。また、在職中の職員に

関しても仕事に対するモチベーション、責任感の向上に繋がった。 

６．就業規則・内規について 

●『定年の延長』 

●『再雇用制度の期間延長』 

●『リフレッシュ休暇』 

 

 

●『特別休暇』 

 

 

●『就業時間の変更』 

 

計画通り実施 

●『定年の延長』 ６０歳→６１歳。 

●『再雇用制度の期間延長』 →６１歳～６６歳まで利用できる。 

●『リフレッシュ休暇』  

→通年で３４名取得。昨年度に引き続き、職員からは「モチベーションアップ

に繋がる」との声多数。 

●『特別休暇』 

→業務上の新型コロナ罹患により５名使用。 

→業務災害、子の看護休暇については、上期は使用なし。１０月に２名使用 

●『就業時間の変更』 

→労働時間の短縮により、職員のメンタルヘルス向上に繋がった。 

７．デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ） 

に関する取り組み 

 

計画通り実施 

●『給与明細、源泉徴収票、年末調整の申請を電子化』 

→６月分給与より実施。源泉徴収票、年末調整についても計画通り実施。 

●『キントーンの充実』 

→物品購入伺い、事業実施伺い、アルコールチェック、消耗品管理、希望休管

理等順次導入済。 

●『ＱＲコード（Ｇｏｏｇｌｅフォームの活用）』 

→行動援護会議の事前アンケートで定期的に活用。その他、健康診断、ワクチ

ン、人間ドックアンケート、学生インターン申し込み等で活用。 

●『ＣｈａｔＧＰＴの活用』 

→主に議事録作成時に活用。今後サービス担当者会議等でも取り入れ、効率化
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を図る。 

●『スイッチボット導入』 

→グループホーム 全居室に設置。 

●『離床センサーマット導入』 

→グループホーム ２室に設置。（転倒リスクの高い利用者様） 

●『見守りカメラ導入』 

→グループホーム リビング、全居室に設置。 

８．会議の在り方 

『管理部』『支援部』『意思決定支援』における各種会議の開催。 

 

計画通り開催 

●『管理部』 

・経営者会議  ・管理職会議  ・５０年構想検討委員会 8／28 

●『支援部』 

・共同生活責任者会議  ・生活介護責任者会議 

・短期入所責任者会議  ・居宅支援責任者会議  

●『意思決定支援』 

・共同生活援助 ９月中旬～１０月初旬、２月上旬～３月下旬にかけて実施。 

・生活介護 ７月中旬～１０月初旬、１月下旬～３月下旬にかけて実施。 

・居宅介護 ３月に実施。 

・相談支援 4月（ ２名） 5月（ ６名） 6月（ ６名）  

7月（ ６名） 8月（１２名） 9月（ ３名） 

      10月（ ２名） 11月（ ５名） 12月（ ７名）  

1月（ ５名） 2月（１１名） 3月（ ２名） 

・短期入所 ３月に実施。 

９．人権・権利擁護に関する取り組み 

障がい者虐待防止・身体拘束廃止・権利擁護 研修計画 

 

・障がい者虐待防止・権利擁護研修（厚生労働省 動画視聴）（全職員）  

・身体拘束廃止研修（管理職） 

5／13(月)久保理事長「身体拘束を防ぐ重要な視点」 

・障がい者虐待防止・身体拘束廃止研修(全職員) 

10／26(土)ＮＰＯ法人ちゅうぶ 平沼氏・小坪氏「実践事例から学ぶ」 

・人権擁護演習(全職員) 

 3/22(土)城南女子短期大学 前田教授「福祉施設におけるハラスメント防止 
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１０．社会貢献（地域連携） 

①住道矢田６町会・矢田５町会  

●災害時の連携等の関係強化（避難訓練の参加要請） 

 

 

 

②要介護者対応型避難所づくりと防災なんでも電話相談 

 ●相談支援事業所（粟根施設長・津司施設長代理）が中心

となって、地域の相談に応じる。 

 ・社会資源等の情報提供が主な業務 

③社会貢献事業 

  ●大阪城南女子短期大学と共催 

  ●矢田ふれあい祭り実行委員会への参画 

④災害備蓄品等の購入 

 

① 避難訓練 

・7／29「リアン」避難訓練及び消火訓練 24名 

・7／30「こんふぉーと」避難訓練及び消火訓練 29名 

・8／ 7「リバティ」避難訓練及び消火訓練 15名 

・11／27「みんなの家」避難訓練及び消火訓練 24名 

② なんでも電話相談については、問い合わせなし。 

 

 

 

③ 昨年に続き、矢田ふれあい祭り実行委員会として参画。 

10／26(土)「焼き鳥・ドリンク」を販売。52,700円を売り上げた。 

 

④ 大阪総合保育大学 短期大学部「トロッピーカレー」１６０個購入 

１１．社会貢献（団体加盟） 

【大阪府社会福祉協議会】 

久保理事長 

役員 セルプ部会 常任委員 副部会長 

外部委員任命 研修運営委員会 専門委員会 委員委員長 

研修運営委員会 委員、福祉と人権の研修ネットワークおおさ

か運営委員会 委員 

運営化適正化員会 日常生活自立支援事業・運営監視小委員会 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

【大阪府社会福祉協議会】 

① 施設正副部会長会議 

・4/ 3(水) 田中常務理事に感謝する会 出席 

・4/10(水) シティプラザ大阪 

※同日、大阪府福祉部幹部職員との意見交換会 出席 

・5/ 8(水) たかつガーデン 

※同日、社会福祉施設経営者部会 常任幹事会 出席 

・6/12(水) シティプラザ大阪 

※同日、社会福祉施設経営者部会 総会 出席 

・7/10(水) たかつガーデン   ・9/11(水) たかつガーデン 

・10/9（水）たかつガーデン   ・11/13（水）たかつガーデン「コスモス」 

・12/11（水）たかつガーデン 

※同日、社会福祉施設経営者部会 常任幹事会 出席 

・1/8（水）シティプラザ大阪 

・2/12（水）たかつガーデン「コスモス」 

※同日、社会福祉施設経営者部会 常任幹事会 出席 
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・3/12（水）※近畿社会就労センター職員研修会 参加のため欠席 

② セルプ部会 

・4/18(木) 総会＋研修会「令和６年能登半島地震への支援について」/実践報告(辻統

括施設長も報告) 

・6/20(木) ６月部会＋授産事業振興センター総会＋研修会「購買意欲を高める広報の

魅せ方とは」/講師：大本 ふみ 

・8/22(木) ８月部会＋研修会「施設での業務効率化」/事例報告①(福)つむぎ福祉会 ポ

ンチセぴりか ②(福)能勢むらびと福祉会 夢来人の家 

・10/18(木) １０月部会+研修会「障がい者通所施設における災害への備え」/講師：（株）

Ｃo－act 渡嘉敷 唯之 氏 

・12/19(木) １２月部会+研修会「福祉現場のカスタマーハラスメント」/講師：梅田

シティ法律事務所 弁護士 赤木 直哉 氏 

・1/30(木) 施設見学会について 

①福)恵生会 障がい福祉サービス事業所「クリエイトしき」 

②福)恵生会 障がい福祉サービス事業所「しきファーム」 

③福)恵生会 入所支援施設「四季の森」  

・2/20(木) ２月部会+研修会「就労選択支援について」/講師：厚生労働省 社会・援

護局 障がい保健福祉部 障がい福祉課長補佐 横田 雄介 氏 

③ セルプ部会 常任委員会（副部会長）4/10(水)、5/8(水)、7/11(木)、9/11(水) 

10/9(水)、11/6(水)、12/11(水)、1/15(水)、2/17(月)、3/5(水) 

④ 運営適正化委員会 運営監視小委員会（福祉サービスの提供者を代表する委員） 

・第 1回 6/10(月) 

・10/ 4(金)第 1回 運営適正化委員会 

・10/ 4(金)第 2回 運営監視小委員会 

・11/25(月)実施機関調査 「豊中市社会福祉協議会」※現地 

・12/10(火)第 3回 運営監視小委員会 

・ 3/13(木)第 4回 運営監視小委員会 

⑤ 7/ 4(木)～5(金) 令和 6年度全国社会就労センター総合研究大会 富山大会 

(辻統括施設長も出席) 

・行政説明「障害保健福祉施策の動向について」 厚生労働省 社会・援護局障害保健
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福祉部 障害福祉課 

・基調報告「障害者就労支援の現状・課題とセルプ協の対応」 全国社会就労センター

協議会 会長 叶 義文 

・分科会 生産活動・生活介護事業部会  

『「生活介護」から「〇〇〇〇」へ～報酬改定から考える将来の在り方～』 

・分科会 くらす検討会（運営：制度・政策・予算対策委員会） 

     災害発生時に慌てない！！「くらしの場」における発災時対応とは？ 

・パネルディスカッション「地域福祉と防災～創造的復興について～」  

・特別講演「地域と共に生きる 伝統産業の挑戦」㈱能作 代表取締役会長 能作 克治 

⑥ 8/29(木)～30(金) 第 43回全国社会福祉法人経営者大会（神奈川大会） 

・基調報告「社会福祉法人をめぐる動向と全国経営協の取り組み」 全国社会福祉法人

経営者協議会 会長 磯 彰格 

・特別講演『福祉と被災者支援の連続性～「いつも」も「もしも」もよい地域をつく

る～』 大阪公立大学 大学院文学研究科・文学部地理学教室 準教授 菅野 拓 

・第４分科会「未来に向けた事業展開を考える～大規模化・合併・事業譲渡を問う～」 

・パネルディスカッション「変わらないために変わり続ける～これからの法人経営」 

・記念講演「真に優れたローカルブランドをめざす」㈱崎陽軒 代表取締役社長 野並 晃 

⑦ 1/8(水) 令和７年 施設部会 新年互例会 シティプラザ大阪 2階「旬」 

大阪府議会議員ならびに大阪府福祉部幹部職員等との意見交換 

⑧ 1/17(金) 令和 7年 大阪市社会福祉事業施設協議会 新年互例会 ホテル日航大阪 

大阪市職員ならびに大阪市福祉施設関係者等との意見交換 

⑨ 11/20(水) 近畿社会福祉法人経営者協議会 令和６年度 近畿ブロックセミナー 

京都大会 テーマ「働きやすい職場づくり」等 

⑩ 11/28(木) 第 42回近畿社会就労センター総合研究大会(奈良大会) 

基調講演「新たな共生型循環経済の構築を目指して～就労支援による自然や人との

かかわりを通じた取り組み～ 

リレートーク「今井文庫のコンセプトは『急がないこと』」「ユニバーサル農園奮闘

記～農福連携は１日にしてならず～」「地域とともに歩む開かれた施設をめざして」 

⑪ 2/27(木)～28(金) 令和 6年度 第 41回全国社会就労センター長研修会(有明セン

トラルタワーホール＆カンファレンス) テーマ：社会就労センターの”果たす役
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【大阪市障がい児・者施設連絡協議会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割”～多様な就労ニーズの実現と事業の持続可能性を考える～ 

⑫ 第 40回近畿社会就労センター職員研修会(和歌山大会)  

テーマ：能登半島地震の経験から これからの事業所運営を考える～ 

⑬ 研修運営委員会 ・3/14（金） 

⑭ 従事者部会 辻統括施設長 委員 従事者部会 常任委員(第３水曜日) 

・常任委員会 4／17、5／15、6／19、9／18 

10／16、11／20、12／18、3／19 

7／18 委員会＋施設見学『児童養護施設 生駒学園』 

2／20 委員会＋研修会補助員 

・研修会、事業補助員  9／5(木)第１回集団指導者養成教室 

           11／8(金)第２回集団指導者養成教室 

11／17(日)第５０回民間社会福祉施設従事者体育祭 

           12／6(金)第３回集団指導者養成教室（司会） 

【大阪市障がい児・者施設連絡協議会】 

⑮ 身体障がい者施設部会 

・第１回－5/24(金) 大阪市立社会福祉センター 

・第２回－8/ 1(金)（社福）四天王寺福祉事業団「さんめい苑」 

・第３回－10/2(水)（社福）愛生会 障がい者支援施設「豊生園」 

勉強会「後見人は必要かと問われたらどう答えるか～その必要性の現在地」/井関佳

奈美 氏 親なき後のお金の相談室 神戸・梅田 室長 

・第４回－12/5(水)（社福）あさか会 浅香障がい者会館 

勉強会「『なぜ虐待通報に至ったのか』～通報事案の実態から見える虐待防止～」/

大阪市福祉局 障がい者施策部 運営指導課 小野澤 大輔 運営指導課長代理 

・第５回－3/6(木)（特非）だんでらいおん 

勉強会「たかが送迎車、されど送迎車～意外と知らない福祉車両のイロハ」/福祉車

両専門 販売・改良（有）ウェルビー 田中圭一郎 氏 

⑯ 知的障がい者部会 

・第１回－5/24(金) 大阪市立社会福祉センター（森施設長も出席） 

・第２回－6/27(金) 大阪市立社会福祉センター（森施設長出席） 

・第３回－8/22(金) 大阪市立社会福祉センター 



 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大阪知的障がい者福祉協会・日本知的障がい者福祉協会】 

 

 

 

 

 

 

【障がい児者施設課程研修専門委員会】 

 

 

 

【講師派遣】 

 

 

【一般社団法人 大阪知的障がい児者生活サポート協会】 

 

【東住吉区自立支援協議会】 

 

 

⑰ 総会－5/24(金) 大阪市立社会福祉センター 

⑱ 学習会 

・第１回－8/7(水) 報酬改定について 

・第２回－10/5(火) 「障がい児者施設職員のメンタルヘルスケア～適切なセルフケア

を学ぶ～」/メンタルワークス大阪 代表・臨床心理士 岡崎 剛 氏 

・第３回－12/3(火) 「能登半島地震応援・派遣スタッフ報告会」/メンタルワークス大 

阪 代表・臨床心理士 岡崎 剛 氏 

発表者 特定非営利活動法人だんでらいおん 辻 正晃（統括施設長）   

社会福祉法人ゆうのゆう「デーセンター音・ｏｎ」 橘 惇子（生活支援員） 

社会福祉法人愛徳福祉会「大阪発達総合療育センターわかば」吉成 彩華 

・第４回－2/21(金) 実践研修発表会⇒私用により欠席        (介護福祉士) 

【大阪知的障がい者福祉協会・日本知的障がい者福祉協会】 

⑲ 地域支援部会（グループホーム・短期入所） ・5/10(金) 

・11/8(金)地域連携推進会議の開催報告/ＮＰＯ法人よつ葉福祉会 理事長 井端隆介氏 

⑳ 日中活動、生産活動・就労支援部会 ・6/24(月) 

・1/23(木)幹事会 意見交換会 

㉑ 社員総会＋研修会＋情報交換会  

・5/31(金) ホテルアウィーナ大阪(辻統括施設長も出席) 

【障がい児者施設課程研修専門委員会】 

㉒ 1/22(水) ※成人施設課程研修専門委員会 合同開催 

【福祉と人権の研修ネットワークおおさか 運営委員会】 

㉓ 3/14（金） 

【講師派遣】 

㉔ 大阪府社協－10/28(月)障がい児者・救護施設課程（基礎コースⅡ） 

 

【一般社団法人 大阪知的障がい児者生活サポート協会】 

・6／13(木)、7／25(木)（柳澤主任） 

【東住吉区自立支援協議会】 

① 日中活動系（東中尾主任） 

・ 連絡会 6／26(水)、7／24(水)、9／10(火)、10／25(金)、12／11(水) 
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【東住吉区社会福祉連絡会】 

 

 

【大阪市社会福祉協議会】 

 

・ 8／ 2(金) 連絡会＋研修会「令和６年能登半島地震での活動報告」(辻統括施設長 

報告、森施設長も出席) 

・ 2／7（金）事業所見学会 

テット(就労継続支援Ｂ)・けんけんぱ(生活介護)・なでしこデイズ(生活介護) 

② 訪問系 ・実施せず 

③ 相談支援部会 

・6／ 3(月) 区役所からのお知らせ・事例検討会（粟根施設長） 

・9／ 9(月) ＧＳＶ（津司施設長代理） 

・9／26(木) 研修会「高次脳機能障害研修」（津司施設長代理） 

・10／7(月) 勉強会「サービス担当者会議」（粟根施設長） 

・11／5(月) 勉強会「障がい児支援研修」（津司施設長代理） 

・2／ 3(月) 勉強会「サービス担当者会議」（粟根施設長） 

【東住吉区社会福祉連絡会】 

講師派遣 7／23(火) 

「令和６年能登半島地震 グループホームでの活動報告」(辻統括施設長) 

【大阪市社会福祉協議会】 

大阪市社会福祉協議会「地域こども支援ネットワーク事業」への参画（賛助） 

１２．環境整備 

 

【ワックスがけ】 ・9／14(土) 株式会社 FASTRIKに依頼し、実施済。 

【雑排水管洗浄】 ・10／26(土) 小川工業株式会社に依頼し、実施済。 

１３．その他 

① 理事会について 

・令和６年 ５月２５日(土)１０：００～ 決算理事会・会員総会 

・令和６年１１月１４日(木)１８：００～ 上期決算理事会 

・令和７年 ３月 ６日(木)１８：００～ 予算理事会 

② 意見交換会について 

・令和６年６月 ８日(土)１７：３０～ 新任職員歓迎会及び

理事・監事との意見交換会（ホテル バリタワー大阪天王寺） 

・令和７年１月１８日(土)１８：００～ 理事・監事・管理職

との意見交換会 

 

 

① 計画通り開催。 

・5／25(土) 決算理事会・会員総会 

・11／14(木) 上期決算理事会 

・3／6(木)  予算理事会 

② 計画通り開催。 

・6／ 8(土) 17：30～ 天王寺『ホテル バリタワー』 

 

・1／18(土) 18：30～ あべのハルカス『うおまん』 
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③ 法人行事 

  行事名 開催月 目安の予算（１人） 

花見 ４月  予算： １，５００円 

一泊旅行 ９月  予算：３５，０００円 

創立１９周年行事 １１月  予算： ３，０００円 

クリスマス会 １２月  予算： ２，０００円 

新年会 1月  予算： ２，０００円 

 

 

 

 

 

④  顧問契約の見直しについて 

・昨今の経費の値上がり等に伴い、下記、顧問料の増額を実施する。 

□奥西先生４９,８９５円⇒５９,８７４円（月９,９７９円増額） 

□木村先生７１,１０３円⇒８１,０８２円（月９,９７９円増額） 

⑤ 【寄 贈】 

 

⑥ 【施設訪問】 

 

③ 法人行事 

・花見 4／5(金) 

・錦織公園 利用者様 38名 職員 31名 

・一泊旅行 9／13(金)～14(土) 

伊勢シーパラダイス、かまぼこ作り体験 利用者様 39名 職員 34名 

・創立 19周年行事 11／3（金） 

 まつばらテラス、喜多八 利用者様 15名、ご家族 11名 職員 35名 

・クリスマス会 12／24（火） 

長居障がい者スポーツセンター 利用者様 37 名、職員 34 名 

・新年会 1／6（月） 

かごの屋 利用者様 36 名、職員 26 名 

 

④ 計画通り実施 

 

 

 

⑤ 寄贈者 三菱重工業株式会社 

寄贈品 形状記憶食器「ウィルシリーズ」 

⑥ 【施設訪問】2/20(木) 厚生労働省 社会・援護局 障がい保健福祉部 障がい福祉

課長補佐 横田 雄介氏 
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令和６年度 事業報告（各種事業） 

報告事項（別紙） 

・虐待事案について 

・車両事故   生活介護（3 件）             転倒事故  共同生活援助（３件）、生活介護（４件） 

服薬事故   共同生活援助（1 件）、生活介護（3 件）  他害による事故  生活介護（1 件） 

物品の紛失  生活介護（1 件）                       行方不明  生活介護（1 件） 

ヒヤリハット 行動援護（2 件）、生活介護（4 件） 

 

・計画未作成減算 生活介護１０月請求 全件 

 

事 業 計 画 事 業 報 告 

１.共同生活援助 みんなの家  

【事業目標】：利用者様がより安心して過ごせるようリ

スクマネジメントを強化するとともに、より快適な環境

を整えます。 

１．職員配置 

・重度障害者支援加算（Ⅰ） 

[生活支援員のうち２０％以上の基礎研修修了者を配

置] 

・夜間支援等体制加算（Ⅰ） 

[原則、入居者様５人に対して１人の夜勤職員を配置] 

 ・夜間支援等体制加算（Ⅳ）[複数の夜勤職員を配置し、

夜間の支援体制強化を図った場合に算定] 

・福祉専門職配置等加算（Ⅰ）型 [常勤配置７人中３

人が国家資格保持者] 

・医療連携体制加算（Ⅶ）型［２４時間 看護師との連

絡体制の確保］ 

 

[職員配置] 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

世話人 基準配置 

（人員配置体制加算Ⅰ） 

６４４ ６６５ ６４４ ６６５ ６６５ ６４４ 

予定配置 ７３９ ７４９ ９７１ １０９０ ９９５ １０２８ 

実績配置 ７３６ ７１９ ８９８ ９６４ ９９６ １０１５ 

生活 

支援員 

基準配置 １０２９ １０６３ １０２９ １０６３ １０６３ １０２９ 

加算配置 １０４６ １０８１ １０４６ １０８１ １０８１ １０４６ 

予定配置 １０５９ １１２２ １０６３ １３９５ １１６１ １１２４ 

実績配置 １０６６ １１３４ １０８７ １１０２ １０６７ １１７８ 

日中支援加算   ２０    

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

世話人 基準配置 

（人員配置体制加算Ⅰ） 

６６５ ６４４ ６６５ ６６５ ６００ ６６５ 

予定配置 １１２３ １１０３ ９６０ ７３９ ７６７ ７８４ 

実績配置 ９８５ ９２９ ８７１ ７２２ ７７２ ７６５ 
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生活 

支援員 

基準配置 １０６３ １０２９ １０６３ １０６３ ９６０ １０６３ 

加算配置 １０８１ １０４６ １０８１ １０８１ ９７６ １０８１ 

予定配置 １２６２ １０５２ １１０７ １２６６ １１３４ １３８３ 

実績配置 １２８３ １０５５ １１１３ １２１２ １１９３ １３１８ 

日中支援加算       

※6／17.18.19.20 日中支援加算算定 計 20 時間加配済 

 

 

[利用実績]              

① 月別利用実績（延べ人数） 単位：日  本体：ホームに居た日  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合 計 一日平均 

区分６ 

１５人 
４４６ ４４９ ４４５ ４６１ ４４６ ４４４ 

５３６６ １４．７０  １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

区分６ 

１５人 
４６１ ４４２ ４６１ ４３５ ４１６ ４６０ 

昨年度５３５２ １４.６２ 

 

② 月別利用実績(延べ人数)単位：日 夜間：宿泊した日     

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合 計 一日平均 

区分６ 

１５人 
４３１ ４３２ ４２６ ４４４ ４２４ ４０９ 

５１１０ １４                               １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

区分６ 

１５人 
４３９ ４２２ ４３３ ４１７ ３９６ ４３８ 

 昨年度５０９７ １３.９２ 
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２．入居者様の支援に関して 

●現在必要性のある利用者様の居室に見守りカメラ、離

床センサーマットの設置 

・見守りカメラを設置することで利用者様の安全確保

（事故予防・検証、命を守るため）に努めます。（アミ

１室） 

・離床センサーマットについては、転倒リスクの高い

利用者様の居室に設置し、利用者様の離床に素早く対応

し、転倒防止に努めます。（フェロー１室、パル１室） 

●湿度・温度・照明 等コントロールセンサーの導入 

・各利用者様の居室の湿度・温度が一定で保たれるよ

う、コントロールセンサーで設定し、健康で快適に過ご

せる環境づくりを行います。（設定した時間に自動で電

源オン、オフ）（全居室１５室） 

●嚥下食の導入 

・大阪城南短大と連携して、嚥下機能の低下がみられ

る利用者様が、より安全に食べることの出来る食事提供

体制を目指します。 

●利用者預り金の管理方法 

・利用者の預り金 等の管理方法の見直し（トリプル

チェックの強化、キャッシュレス） 

金銭管理 現行：施設長・総務部長によるダブルチェ

ック 

[訪問看護] 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

日程 

 

４日 

１８日 

２日 

１６日 

６日 

２７日 

４日 

１８日 

１日 

２２日 

５日 

１９日 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

日程 

 

３日 

１７日 

７日 

２１日 

５日 

１９日 

１６日 

３０日 

６日 

２０日 

６日 

２７日 

 

●見守りカメラについては、先行して１名の居室に設置。リビングで他の利用者様の

介助や事務作業をしながらも利用者様の把握ができ、より安全に利用者様の見守り・

支援が出来るようになった。全居室に設置完了。 

離床センサーマットについても、利用者様の離床に素早く対応できるようになった。

離床に伴う転倒はなかったが、足の指を骨折する事故が２件あった。（別紙） 

 

 

 

●コントロールセンサーについては、アプリで室温や電気の入切ができるため、利用

者様が気になるようなことなく、快適な室温や照明の設定ができるようになった。 

 

 

 

●嚥下機能の低下している利用者様については、世話人による刻みやお粥で対応して

いる。今後、更なる低下も考えられるため、大阪城南短大に限らず嚥下食（やわらか

食など）の導入を目指す。 

 

●金銭管理については、トリプルチェックを徹底し、金銭のズレなし。引き続き、ト

リプルチェックを徹底する。 

 

●令和７年３月２８日（金）に令和６年度地域連携推進会議ならびに住居訪問を開催。 

HP_kaisaituukoku.pdf 

https://dandelions.jp/wordpress/wp-content/uploads/2025/05/HP_kaisaituukoku.pdf


 

4 

［修繕関係] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［食 費］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［修繕関係］ 

 事業費・事務費より支出  事業費・事務費より支出 

４月 フェロー洗面所 蛇口パーツ

交換 

１０月 ホーム建具工事 

５月  １１月  

６月 車椅子タイヤ修理 １２月 N-BOX バッテリー交換 

７月 フェロー、パル玄関扉調整 １月 電子錠修理 

アミＩＨコンロ修理 

８月  ２月  

９月  ３月 アミ出入口建具修繕 

フェローＩＨコンロ修理 

［食 費］ 

２階フェロー 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１４３食 １４１食 １３８食 １４７食 １３８食 １３１食 

昼食提供回数 

１食４００円 
０食 ５食 ４食 ０食 ６食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１６６食 １５９食 １５７食 １６３食 １５２食 １５０食 

食費徴収合計 １２３４００円 １２３８００円 １２１５００円 １２５６００円 １１９８００円 １１４３００円 

食材料費 

支出合計 
１２１４４４円 １０９８０３円 １０５９２３円 １１６７８６円 １１７６３５円 １０８７３３円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１４５食 １３８食 １４４食 １２８食 １３１食 １４２食 

昼食提供回数 

１食４００円 
０食 ０食 ０食 ４食 ０食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１６１食 １５２食 １５６食 １５３食 １５０食 １６４食 



 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食費徴収合計 １２４０００円 １１７４００円 １２１２００円 １１６５００円 １１４３００円 １２４６００円 

食材料費 

支出合計 
１３５１０２円 １１４２４１円 １３０２０８円 １１３７４８円 １１５３６７円 １３３０２５円 

食費徴収合計  ：１,４４６.４００円  

食材料費支出合計：１,４２２,０１５円   差し引き：２４,３８５円 

 

３階アミ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１５３食 １４９ １４２食 １５６食 １５０食 １４１食 

昼食提供回数 

１食４００円 
０食 ５食 ３食 ０食   ５食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１６５食 １７６食 １６７食 １７２食 １６５食 １５９食 

食費徴収合計 １２８４００円 １３４７００円 １２７８００円 １３２８００円 １２９８００円 １２１８００円 

食材料費 

支出合計 
１２８５９２円 １２９４９３円 １１５０５０円 １２７５０８円 １２８２４２円 １０９８７０円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１４９食 １３９食 １５７食 １５０食 １３７食 １５４食 

昼食提供回数 

１食４００円 
０食 ０食 ０食 ６食   ０食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１６９食 １５９食 １６６食 １６５食 １４８食 １６８食 

食費徴収合計 １３００００円 １２１２００円 １３０１００円 １３０３００円 １１５１００円 １３０２００円 

食材料費 

支出合計 
１２７６８９円 １１２１３６円 １４５５６５円 １１４０１８円 １２４２０９円 １４２７１５円 

食費徴収合計  ：１,５３２,８００円  

食材料費支出合計：１,５０５,０８７円   差し引き：２７,７１３円 

 



 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［日用品費］ 

 

 

 

４階パル 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１４６食 １４７食 １４１食 １５１食 １４６食 １３９食 

昼食提供回数 

１食４００円 
１２食 ４食 ２食 ０食 ６食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１７６食 １７８食 １６９食 １７９食 １７４食 １６８食 

食費徴収合計 １３６６００円 １３４７００円 １２７６００円 １３４８００円 １３３２００円 １２５７００円 

食材料費 

支出合計 
１２３６０３円 １１７５１２円 １０１２１３円 １１７４２９円 １１１１２１円 １１１７７８円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

朝食提供回数 

１食３００円 
１４７食 １４３食 １５１食 １３６食 １３６食 １５２食 

昼食提供回数 

１食４００円 
０食 ０食 ０食 ６食 ０食 ０食 

夕食提供回数 

１食５００円 
１７８食 １８０食 １７７食 １７０食 １６６食 １８３食 

食費徴収合計 １３３１００円 １３２９００円 １３３８００円 １２８２００円 １２３８００円 １３８１００円 

食材料費 

支出合計 
１１０７８４円 １１７６５０円 １２３７０３円 １１１２７４円 １２２０４４円 １１９９７８円 

食費徴収合計  ：１,５８８,２００円  

食材料費支出合計：１,３９２,９５７円   差し引き：１９５,２４３円 

 

 

［日用品費］ 

２階フェロー 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 
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日用品費 

支出合計 
３４０６７円 １８２５８円 １８４８９円 １７６１４円 １４４２８円 １６６２３円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 

日用品費 

支出合計 
３１７６８円 １２００５円 ２３９４６円 １０３０６円 ２０５０３円 １６６１５円 

日用品費徴収合計：２４０,０００円 

日用品費支出合計：２３４,６２２円   差し引き：５,３７８円 

 

３階アミ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 

日用品費 

支出合計 
３３０５５円 １６８１７円 ２１２１０円 １３８５１円 １１４１１円 １２３４５円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 

日用品費 

支出合計 
２１５１９円 １５３５５円 ２３１２０円 １７０８７円 １０００６円 １７０７２円 

日用品費徴収合計：２４０,０００円 

日用品費支出合計：２１２,８４８円   差し引き：２７,１５２円 

 

４階パル 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 

日用品費 

支出合計 
３３１８１円 ２１２５７円 １３５５１円 ２３０７４円 ８７６４円 １２７９７円 
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 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

日用品費 

徴収合計 
２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 ２００００円 

日用品費 

支出合計 
３００１４円 １２０６２円 １６６７３円 １７７１９円 ９９２８円 ２１８０３円 

日用品費徴収合計：２４０,０００円 

日用品費支出合計：２２０,８２３円   差し引き：１９,１７７円 

６．生活介護「こんふぉーと」「リアン」「リバティ」共

通 

【事業目標】：利用者様のニーズに寄り添った質の高

い 

サービスを提供するため、健康・安全・活動面

など多角的な支援の充実を図ります。 

開所日数   ２６４日（前年度より３日増） 

 

 

利用者様の日中活動支援に関して  

１．当事者の会を開催し、利用者様の希望や意見を取り

まとめて、サービスへの反映に繋げます。 

当事者の会を通じて日中活動の希望やレクリエーショ

ン・一泊旅行の行き先希望などを取りまとめた上で検討

し、より利用者様のニーズに沿ったサービス提供を行え

るよう取り組みます。 

 

 

 

開所日数 ２６４日（予定通り実施） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開所日数 ２２日 ２３日 ２１日 ２３日 ２２日 ２２日 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

開所日数 ２３日 ２２日 ２２日 ２２日 ２０日 ２２日 

 

日中活動の希望やレクリエーション・一泊旅行の行き先希望などは、その都度、利用

者様に意見をいただき、取りまとめた上で検討、決定へと繋げている。役員に関して

は、同票で２名以上となった班については、複数名の役員とする。 

今後、班ごとのレクリエーションや希望別レクリエーションの企画の際に、利用者様

の意見を取りまとめたものを当事者の会の議事録として保管している。 

 

２．利用者様の食事提供体制を見直します。 

・４月は従来通りの食事を提供します。 

・５月からは『お弁当の浜乃家』に１本化します。 

・管理栄養士又は栄養士が献立作成し、利用者様の健康

状態に合わせた食事（例：嚥下機能低下の利用者様にや

わらか食の提供 等）を提供できる外部委託業者（２社

以上から見積もりを取り検討）を選定し、８月の家族会

 

 

５月から予定通り『お弁当の浜乃屋』に一本化した。 

食事提供体制加算対応の業者を複数あたり、費用面、配膳までの流れ、保管方法、配

送ペースなどから検討し、より実用的な業者を選定した。予定より一ヵ月遅れとなっ

たが、１１月より『株式会社ジョイント』に移行した。 

食事提供体制加算の算定を導入することにより、利用者様の昼食代の負担軽減に繋が
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で説明を行います。 

・１０月から食事提供体制加算対応の業者での食事提供

を実施します。 

った。また、栄養バランスの取れた健康管理食を提供することで、利用者様の健康の

増進に繋がることが期待できる。 

３．現在の意思決定支援計画表を見直し、より利用者様

のニーズに沿った書式へと変更します。 

推定される本人の意思に基づいた支援内容を中心とし

た意思決定支援計画表を作成し、より利用者様のニーズ

に沿ったサービス提供を行います。また基本報酬が営業

時間による設定からサービス提供時間ごとの設定に変

わるため『送迎時間を除いた標準的な支援時間』を意思

決定支援計画表に明記します。 

計画通り実施 

 

基本となる送迎ルートに基づいて、送迎時間を除いた標準的な支援時間を明記し、実

施。大規模工事などによる交通規制も鑑み、定期的に標準的な支援時間の見直しを行

っていく。 

４．生活介護事業所の１０名単位への再編に向けた取り

組み 

現行の２０名単位から１０名単位の事業への再編を目

標に、サービス管理責任者の資格取得（２名）を積極的

に推進します。 

サービス管理責任者実践研修に関しては、申し込み多数で受講出来ず。また、生活介

護の１０名単位は多機能型事業所に限られたものと判明したが、実践研修の受講は、

今後の事業拡大に備えて随時推進していく。 

５．その他 

[行事関係] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで「散髪（月１回 希望者 １，９８０円）理美容サービス髪人」 

→月によって変動はあるが、１９名の方が利用されている。 

・ 4／ 4 花見―大仙公園(利用者様 38 名、職員 31 名) 

・ 5／31 ハピネス班レクリエーション―深北緑地(利用者様 8 名、職員 4 名) 

・ 6／ 7 ひだまり班レクリエーション―伊丹スカイパーク(利用者様 12 名、職員 8

名) 

・ 6／24 ＢＢＱ―原池公園（利用者様 37 名、職員 28 名） 

・ 7／23 ひだまり班、ハピネス班合同レクリエーション―ラウンドワン(利用者様 8 

名、職員 7 名) 

    なごみ班レクリエーション―ミスドミュージアム(利用者様 10 名、職員 6 名) 

・ 7／31 いきいき班レクリエーション―ミスドミュージアム(利用者様 7 名、職員 5

名) 

・ 8／ 6 ひだまり班、ハピネス班合同レクリエーション―長居障がい者スポーツセ

ンター(利用者様 6 名、職員 6 名) 
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・ 8／19 ひだまり班、ハピネス班合同レクリエーション―長居障がい者スポーツセ

ンター(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・ 8／21 いきいき班レクリエーション―金魚ミュージアム(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・ 8／23 なごみ班レクリエーション―金魚ミュージアム(利用者様 10 名、職員 7 名） 

・ 9／13、14 一泊旅行―三重県(伊勢夫婦岩ふれあい水族館、伊勢若松屋)(利用者様

39 名、職員 35 名) 

・10／21 ひだまり班レクリエーション―ワールド牧場(利用者様 12 名、職員 8 名) 

・10／21 いきいき班レクリエーション―カップヌードルミュージアム(利用者様 8 名

職員 6 名) 

・10／31 なごみ班レクリエーション―カワサキワールド(利用者様 10 名、職員 7 名） 

・11／ 6 ハピネス班レクリエーション―食事(焼肉特急・くら寿司)(利用者様 9 名、

職員 5 名) 

・12／16 いきいき班レクリエーション―ほしだ園地(利用者様 6 名、職員 5 名) 

・12／18 ひだまり班レクリエーション―コカ・コーラ工場(利用者様 5 名、職員 5 名) 

 天王寺動物園(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・12／20 なごみ班レクリエーション―コカ・コーラ工場(利用者様 10 名、職員 7 名) 

・12／28 忘年会―和食さと(利用者様 37 名、職員 28 名) 

・ 1／16 ハピネス班レクリエーション―ビッグ・バン(利用者様 8 名、職員 6 名) 

・ 1／23 希望別レクリエーション―グリコピア神戸(利用者様 10 名、職員 7 名) 

・ 1／28 希望別レクリエーション―京都鉄道博物館(利用者様 3 名、職員 2 名) 

・ 1／30 希望別レクリエーション―ぽんぽん山(利用者様 2 名、職員 2 名) 

・ 1／31 希望別レクリエーション―京都鉄道博物館(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・ 2／ 5 希望別レクリエーション―グリコピア神戸(利用者様 7 名、職員 6 名) 

・ 2／12 希望別レクリエーション―グリコピア神戸(利用者様 9 名、職員 6 名) 

・ 2／13 ひだまり班レクリエーション―カップヌードルミュージアム(利用者様 12

名、職員 9 名) 

・ 3／ 7 希望別レクリエーション―東住吉区地域交流センター(今林の里)(利用者様 9

名、職員 8 名) 

・ 3／13 希望別レクリエーション―ハイキング(明治の森箕面国定公園)(利用者様 10

名、職員 8 名) 
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[連携医療機関訪問による健康指導] 

 

 

 

 

 

 

[修繕関係] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 3／17 希望別レクリエーション―カラオケ(レインボー)(利用者様 8 名、職員 4 名) 

・ 3／18 希望別レクリエーション―だんじり会館(利用者様 4 名、3 名) 

・ 3／19 希望別レクリエーション―カラオケ(レインボー)(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・ 3／21 希望別レクリエーション―だんじり会館(利用者様 4 名、職員 3 名) 

・ 3／24 いきいき班食事会―フォルクス(針中野店)(利用者様 7 名、職員 5 名) 

・ 3／25 ひだまり班希望別レクリエーション―錦わらい(松原店)(利用者様 12 名、職

員 7 名) 

・ 3／31 なごみ班食事会―フォルクス(針中野店)(利用者様 10 名、職員 7 名) 

・ 3／31 ハピネス班食事会―フォルクス(針中野店)(利用者様 9 名、職員 5 名) 

 

[連携医療機関訪問による健康指導] 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

２３日 ２８日 ２５日 ２５日 ２７日 ２４日 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

２２日 ２６日 １７日 ２１日 ２５日 ２５日 

 

[修繕関係] 

 事業費・事務費より支出 

４月  

５月 ・本館フラッシュバルブ取付 ・ハイエース ボトルキープ 

・ノア② パネル交換 

６月  

７月 ・本館 玄関補修、事務所ガラス入れ替え 事務所・更衣室壁紙張替 

・新館 トイレ詰まり除去 

８月  

９月 ・リアン作業室２ トイレ便座修繕 ・キャラバン エアコンパネル修理 

１０月 ・セレナ タイヤパンク修理 ・リアン トイレ詰まり修理 

１１月 ・キャラバン バッテリー交換 

１２月 ・ノア４ エンジンオイル交換 
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１月  

２月 ・ハイエース、ノア３ タイヤ交換  

・ハイエース、ノア２ バッテリー交換 

３月  
 

生活介護「こんふぉーと」 

［登録利用者数］２１名 

［職員配置］ 

・人員配置体制加算（Ⅰ）型【１．５対１】 

・福祉専門職配置体制加算（Ⅰ）型 

 常勤の生活支援員のうち、国家資格保持者（社会福祉 

士、介護福祉士、精神保健福祉士、公認心理師）が 35％ 

以上で算定可能 

[常勤配置１１人中５人が国家資格保持者（45％）]  

※サビ管除く 

・福祉専門職員配置等加算（Ⅲ）型 

① 生活支援員等のうち常勤職員が 75％以上 

② 常勤の生活支援員のうち、3 年以上従事している従

業者が 30％以上 

上記のいずれかで算定可能。 

[常勤配置１１人中５人が 3年以上従事]  

※サビ管除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

[登録利用者数] ２１名 

[月別利用実績] 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月  ９月 

開所日数 ２２ ２３ ２１ ２３ ２２ 開所日数 ２２ 

区分６ 

１８人 
３１６ ３３１ ２８９ ３０４ ２８９ 

区分６ 

１９人 
３２７ 

区分５ 

 ３人 
４８ ５１ ５８ ６５ ６１ 

区分５ 

 ２人 
４３ 

合 計 ３６４ ３８２ ３４７ ３６９ ３５０ 合 計 ３７０ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 一日平均 

開所日数 ２３ ２２ ２２ ２２ ２０ ２２ ２６４  

区分６ 

１９名 
３３５ ３２１ ３０９ ３１５ ２９１ ３１８ ３７４５ １４．１９名 

区分５ 

２名 
４６ ４３ ４３ ４３ ４０ ４３ ５８４ ２．２１名 

合 計 ３８１ ３６４ ３５２ ３５８ ３３１ ３６１ ４３２９ １６．４名 

※9月より利用者様 1名が障がい支援区分 5から 6に変更。 

［送迎利用（重度加算あり）］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用人数 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

内 区分５、６ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

延べ利用回数 ６５１ ６７２ ６２９ ６６２ ６３３ ６４０ 

内 区分５、６ ６５１ ６７２ ６２９ ６６２ ６３３ ６４０ 
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 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

利用人数 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １２０ 

内 区分５、６ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １２０ 

延べ利用回数 ７０４ ６７０ ６４７ ６６２ ６０９ ６６５ ７８４４ 

内 区分５、６ ７０４ ６７０ ６４７ ６６２ ６０９ ６６５ ７８４４ 

［生活支援員の配置］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

基準配置 １４９６ １５６４ １４２８ １５６４ １４９６ １４９６ 

予定配置 １７１０.５ １７４６.９ １８３６.４ １８１７.７ １６９０.６ １８０２.０ 

実績配置 １５１１．６ １５８０．１ １５３５．８ １７６３.３ １６９２.９ １７８８.５ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

基準配置 １５６４ １４９６ １４９６ １４９６ １３６０ １４９６ 

予定配置 １８２３．６ １８７８．４ １７３６．５ １８８２．２ １６０５．４ １７９６．７ 

実績配置 １９１３．２ １８７１．９ １７９８．１ １８８９．３ １５６９．２ ２０３０．４ 

［重度加算算定率］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用実績 ３４７ ３６１ ３２２ ３４２ ３２５ ３４１ 

重度加算 ３４７ ３６１ ３２２ ３４２ ３２５ ３４１ 

算定率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

利用実績 ３５３ ３３５ ３２３ ３２９ ３０４ ３３３ 

重度加算 ３５３ ３３５ ３２３ ３２９ ３０４ ３３３ 

算定率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

※令和６年度報酬改定前の重度障がい者支援加算 

基礎研修修了者１名につき利用者５名まで重度障がい者支援加算の算定可能。算定において

従事した４時間は生活支援員としての従事時間から引くことが必要。 

※令和６年度報酬改定後の重度障がい者支援加算 

人員配置体制加算により配置される人員に加え、対象利用者の支援のために必要と認められ
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る数の人員を加配していること。常勤換算方法で、基準を超える人員が配置されていれば足

りる。 

生活介護「リアン・リバティ」 

[登録利用者数] ２２名 

［職員配置］ 

・人員配置体制加算（Ⅰ）型【１．５対１】 

・福祉専門職配置体制加算（Ⅰ）型 

 常勤の生活支援員のうち、国家資格保持者（社会福祉 

士、介護福祉士、精神保健福祉士、公認心理師）が 35％ 

以上で算定可能 

[常勤配置１４人中１１人が国家資格保持者（78％）]  

※サビ管除く 

・福祉専門職員配置等加算（Ⅲ）型 

① 生活支援員等のうち常勤職員が 75％以上 

② 常勤の生活支援員のうち、3 年以上従事している従

業者が 30％以上 

上記のいずれかで算定可能。 

[常勤配置１４人中６人が 3年以上従事（42％）]  

※サビ管除く 

 

[登録利用者数] ２２名 

[月別利用実績] 

・主たる事業所「リアン」 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開所日数 ２２ ２３ ２１ ２３ ２２ ２２ 

区分６ 

１１人 
２４１ ２５２ ２２７ ２５３ ２３４ ２４２ 

区分５ 

１人 
２１ ２２ １９ ２３ ２０ １９ 

合 計 ２６２ ２７４ ２４６ ２７６ ２５４ ２６１ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 一日平均 

開所日数 ２３ ２２ ２２ ２２ ２０ ２２ ２６４  

区分６ 

１１人 
２５３ ２４１ ２４１ ２３８ ２１５ ２３９ ２８７６ １０．８９名 

区分５ 

１人 
２３ ２２ ２２ ２２ ２０ ２２ ２５５ ０．９７名 

合 計 ２７６ ２６３ ２６３ ２６０ ２３５ ２６１ ３１３１ １１．８６名 

 

・従たる事業所「リバティ」 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開所日数 ２２ ２３ ２１ ２３ ２２ ２２ 

区分６ 

８人 
１５５ １５６ １３２ １６１ １４４ １４３ 

区分５ 

１人 
２２ ２２ １８ １９ ２０ ２２ 
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区分４ 

１人 
２２ ２２ １８ ２３ ２１ ２１ 

合 計 １９９ ２００ １６８ ２０３ １８５ １８６ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 一日平均 

開所日数 ２３ ２２ ２２ ２２ ２０ ２２ ２６４  

区分６ 

８人 
１５６ １４８ １４７ １４５ １３８ １４８ １７７３ ６．７２名 

区分５ 

１人 
２３ ２１ ２１ ２１ １９ ２２ ２５０ ０．９５名 

区分４ 

１人 
２３ ２１ ２１ ２１ ２０ ２１ ２５４ ０．９６名 

合 計 ２０２ １９０ １８９ １８７ １７７ １９１ ２２７７ ８．６３名 

［送迎利用（重度加算あり）］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用人数 ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ 

内 区分５、６ ２１ ２１ ２１ ２１ ２１ ２１ 

延べ利用回数 ８８９ ９１５ ７９７ ９１８ ８４８ ８３２ 

内 区分５、６ ８４５ ８７１ ７６１ ８７２ ８０６ ７９２ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

利用人数 ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２６４ 

内 区分５、６ ２１ ２１ ２１ ２１ ２１ ２１ ２５２ 

延べ利用回数 ９１８ ８８１ ８７２ ８６１ ７９５ ８７３ １０３９９ 

内 区分５、６ ８７２ ８３９ ８３１ ８１９ ７５５ ８３１ ９８９４ 

［生活支援員の配置］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

基準配置 ２１１２ ２２０８ ２０１６ ２２０８ ２１１２ ２１１２ 

予定配置 ２２３３.１ ２３４５．１ ２１６０．４ ２２４１.４ ２１６０．６ ２３５４.２ 



 

16 

実績配置 ２３０２．８ ２３０９．８ ２１６７．７ ２２４８.８ ２１２２.７ ２３３７.５ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

基準配置 ２２０８ ２１１２ ２１１２ ２１１２ １９２０ ２１１２ 

予定配置 ２３４０．２ ２４０６．１ ２２６７．４ ２４２０．３ ２２２６．７ ２４３７．４ 

実績配置 ２２９３．６ ２３２７．３ ２１２３．１ ２２９４．３ ２１５１．１ ２４６３．７ 

 

［重度加算算定率］ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用実績 ４３９ ４５３ ３９６ ４５６ ４１７ ４２６ 

重度加算 ４３９ ４５３ ３９６ ４５６ ４１７ ４２６ 

算定率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

利用実績 ４５５ ４３２ ４３１ ４２６ ３９２ ４３１ 

重度加算 ４５５ ４３２ ４３１ ４２６ ３９２ ４３１ 

算定率 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 
 

７．居宅介護(行動援護・移動支援) 

【事業目標】：コロナ禍における行き先・公共交通

機関の制限を撤廃し、より利用者様

のニーズ、希望に沿った計画・支援

を実施します。 

１， 行き先・公共交通機関の制限を撤廃し、利用者様の

ニーズや希望に寄り添った計画・支援を実施しま

す。（例、ユニバーサルスタジオジャパン、神戸や

京都観光など） 

４月：神戸市立王子動物園（利用者様５～８名）、

５月：京都水族館（利用者様５～８名）を計画しま

す。（単独だけではなく、利用者様の希望によるグ

ループでの外出も含めて計画し、熟練したヘルパー

も同行） 

 

 

 

 

 

１．ＯＪＴ研修として、毎月１回実施。 

利用者様の経験拡大となり、ヘルパーの技術や知識向上に繋がった。 

４月：京都水族館（利用者様６名、ヘルパー６名） 

 ５月：神戸どうぶつ王国（利用者様５名、ヘルパー６名） 

 ６月：ニフレル（利用者様８名、ヘルパー９名） 

 ７月：金魚ミュージアム（利用者様７名、ヘルパー８名） 

 ８月：神戸海洋博物館（利用者様６名、ヘルパー６名） 

 ９月：神戸バンドー青少年科学館（利用者様８名、ヘルパー９名） 

１０月：スポッチャ（利用者様８名、ヘルパー１０名） 
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その後についても月１回程度外出企画を設定し、利

用者様の充足度の向上、ヘルパーの技術向上に繋げ

ます。 

 

 

 

２， 重度障がい者等包括支援の事業指定準備を進め、令

和６年１０月１日付での指定を目指します。 

 

３， 令和７年４月１日付で重度訪問介護の事業指定（入

院時の付き添い 等）を行うため、従業者の資格取

得を進めます。 

４，行動援護の特定事業所加算の見直しこれまでに加

え、行動援護計画、支援計画シート及び支援手順書

の作成及び利用者に対する交付の際、医療機関、教

育機関等と連絡及び調整を行い、利用者に関する情 

報の提供を受ける(令和９年までの経過措置)。また 

サービス提供責任者が中核的人材養成研修を受講 

する。 

５，行動援護 

●登録利用者数１９名（令和６年４月登録予定）   

●登録時間数８３８時間  

●登録従業者数 管理者１名 男性１９名 女性１３

名 合計３２名（令和６年４月登録予定） 

●斡旋時間見込み ２８６時間 

 

 

 

 

 

１１月：神戸市立王子動物園（利用者様９名、ヘルパー１０名） 

１２月：京都市青少年科学センター（利用者様７名、ヘルパー８名） 

 １月：大日イオン 映画鑑賞（利用者様８名、ヘルパー８名） 

 ２月：車椅子バスケットボール観戦（利用者様９名、ヘルパー１０名） 

 ３月：神戸空港アミュゼフェスタ（利用者様４名、ヘルパー６名） 

 

２．重度障がい者等包括支援事業のサービス提供責任者になるには、相談支援専門員

の資格が必要となるため、資格取得を進める。 

 

３．令和７年４月１日付で重度訪問介護の事業指定の手続き完了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●行動援護 月別斡旋時間数 

 稼働ヘルパー数 活動時間  稼働ヘルパー数 活動時間 

４月  ２６人 ４０４時間 １０月  ２７人 ４１１時間 

５月   ２４人 ２９９時間 １１月  ２４人 ３５６時間 

６月   ２５人 ２７５．５時間 １２月   ２４人 ３９５時間 

７月  ２５人 ３９２時間 １月  ２４人 ３１３．５時間 

８月  ２７人 ３４１時間 ２月  ２４人 ４３６時間 

９月   ２５人 ３５８.５時間 ３月   ２２人 ３５１．５時間 

本年度 ４３３３時間（昨年度３８７４時間） 
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６，移動支援 

●斡旋時間見込み 毎月６時間 

 

  単位数 回数 総単位数 

イ ３０分未満 ２８８ ３６ １０３６８ 

ロ ３０分以上１時間未満 ４３７ １８４ ８０４０８ 

ハ １時間以上１時間３０分未満 ６１９ ４３１ ２６６７８９ 

二 １時間３０分以上２時間未満 ７６２ ３９３ ２９９４６６ 

ホ ２時間以上２時間３０分未満 ９０５ ３ ２７１５ 

ヘ ２時間３０分以上３時間未満 １０４７ １３ １３６１１ 

ト ３時間以上３時間３０分未満 １１９１ ４ ４７６４ 

チ ３時間３０分以上４時間未満 １３３４ ２５ ３３３５０ 

リ ４時間以上４時間３０分未満 １４７９ １２ １７７４８ 

ヌ ４時間３０分以上５時間未満 １６２３ １８ ２９２１４ 

ル ５時間以上５時間３０分未満 １７６４ ６ １０５８４ 

ヲ ５時間３０分以上６時間未満 １９０４ ８３ １５８０３２ 

ワ ６時間以上６時間３０分未満 ２０４６ ４８ ９８２０８ 

カ ６時間３０分以上７時間未満 ２１９２ １８６ ４０７７１２ 

ヨ ７時間以上７時間３０分未満 ２３４０ ２３ ５３８２０ 

タ ７時間３０分以上 ２４８５ ５ １２４２５ 

合  計 １４７０ １４９９３１４ 

台風による影響や利用者様、ヘルパーの体調不良等もあったが、ヘルパーに声をか

け呼びかけたことにより、斡旋時間は平均３６１.５時間と、見込み時間を上回った。 

 

●移動支援 月別斡旋時間数 

 稼働ヘルパー数 活動時間  稼働ヘルパー数 活動時間 

４月   ０人 ０時間 １０月  ０人 ０時間 

５月   １人 ６時間 １１月   １人 ６時間 

６月   ０人 ０時間 １２月  ０人 ０時間 

７月   １人 ６時間 １月  １人 ６時間 

８月   ０人 ０時間 ２月   ０人 ０時間 
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９月  １人 ６時間 ３月  １人 ６時間 

本年度   ３６時間（昨年度２９.５時間） 

利用者様の居住地が遠方ということもあり、移動時間の関係上、派遣できるヘルパ

ーが限られた影響で毎月の斡旋は出来ず、２か月に１件ずつの斡旋にとどまった。 

８．短期入所「ルポゼ」 

１．≪上期利用延べ見込み数≫  

１０５２名（男性４６８名、女性５８４名） 

 

 

 

 

≪利用実績≫ １２３３名（男性４２３名、女性８１０名） 

     ※前年度 ７２２名（男性２０９名、女性５１３名） 

●男女とも体調不良（コロナ、インフルエンザ等）でのキャンセルはあったものの、

「予定通り開所できたこと」「キャンセルがあった際の他利用者様への呼びかけ」等

行ったことにより、見込み人数を１８１名上回った。 

・ ４月 男性－月４回 １日平均３.５０人 

     女性－月８回 １日平均４.２５人 

・ ５月 男性－月４回 １日平均４.００人 

     女性－月７回 １日平均４.２８人 

・ ６月 男性－月４回 １日平均３.７５人 

     女性－月８回 １日平均４.００人 

・ ７月 男性－月５回 １日平均４.６０人 

     女性－月８回 １日平均４.６２人 

・ ８月 男性－月４回 １日平均４.２５人 

     女性－月７回 １日平均３.４２人 

・ ９月 男性－月４回 １日平均４.２５人 

     女性－月７回 １日平均４.１４人 

・１０月 男性－月５回 １日平均３.８０人 

     女性－月９回 １日平均４.６６人 

・１１月 男性－月４回 １日平均４.００人 

     女性－月９回 １日平均４.４４人 

・１２月 男性－月４回 １日平均４.００人 

     女性－月８回 １日平均４.３７人 

・ １月 男性－月４回 １日平均４.２５人 

     女性－月８回 １日平均４.３７人 

・ ２月 男性－月４回 １日平均４.５０人 
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     女性－月８回 １日平均４.２５人 

・ ３月 男性－月５回 １日平均４.４０人 

     女性－月７回 １日平均４.７１人 

２．登録利用者数≪内、重度加算対象者数≫ 

男性１３名≪内９名≫・女性１４名≪内１３名≫ 

・区分６ 男性１０名 女性１３名   

・区分５ 男性 ３名 女性 ０名 

 ・区分４ 男性 １名 女性 ０名    

・区分３ 男性 ０名 女性 １名 

 （令和６年４月１日現在） 

２．登録利用者数 ２８名  

男性１６名≪内１５名≫・女性１４名≪内１３名≫ 

・区分６ 男性 １１名 女性１３名   

・区分５ 男性  ３名 女性 ０名 

・区分４ 男性  １名 女性 ０名    

・区分３ 男性  ０名 女性 １名 

稼働利用者数   男性８名、女性８名 １６名 

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日の実績） 

３．職員配置 

・管理者兼生活支援員  女性１名（内１名） 

・生活支援員      男性３名（内３名） 

     女性３名（内３名） 

・栄養士        女性１名  

 ※生活支援員は生活介護事業の生活支援員と兼務 

※（ ）は行動援護又は強度行動障がい支援者資格者 

３．職員配置   

・管理者兼生活支援員  女性１名（内１名） 

 ・生活支援員      男性３名（内３名）  

女性３名（内３名） 

 ・栄養士        女性１名  

 

 

 

４．食事提供（職員込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

朝食延べ提供

回数 

１食３００円 

４２食 ５２食 ４７食 ６０食 ４４食 ３９食 

夕食延べ提供

回数 

１食５００円 

６２食 ５９食 ６０食 ７０食 ５５食 ４７食 

食費徴収 

合計 
４３６００円 ４３１００円 ４４１００円 ５３０００円 ４０７００円 ３５２００円 

食材料費 

支出合計 
３７８８５円 ４３５４２円 ３８４９６円 ４８６０７円 ３８０６７円 ３４８４３円 
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食費徴収合計    ５５５,２００円  

食材料費支出合計  ５２７,９４８円    

差し引き       ２７,２５２円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

朝食延べ提供

回数 

１食３００円 

６１食 ５３食 ５２食 ５２食 ５２食 ５５食 

夕食延べ提供

回数 

１食５００円 

７４食 ６４食 ６４食 ６３食 ６５食 ６６食 

食費徴収 

合計 
５５３００円 ４７９００円 ４７６００円 ４７１００円 ４８１００円 ４９５００円 

食材料費 

支出合計 
６１８５８円 ３９５０３円 ４７０４６円 ３９３９６円 ４４８２３円 ５３８８２円 

５．光熱水費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

延べ提供日数 

１日３５０円 
９８日 １０４日 ９４日 １２０日 ８２日 ９２日 

利用者光熱水費

徴収合計 
３４３００円 ３６４００円 ３２９００円 ４２０００円 ２８７００円 ３２２００円 

光熱水費支出 

合計 
３５８３２円 ３６６７９円 ３５７５２円 ４４８７９円 ５９９３１円 ４９３１３円 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

延べ提供日数 

１日３５０円 
１２２日 １１６日 １０２日 １０４日 １０３日 １１０日 

利用者光熱水費

徴収合計 
４２７００円 ４０６００円 ３５７００円 ３６４００円 ３６０５０円 ３８５００円 

光熱水費支出合

計 
３５６６４円 ３６４７５円 ４１９４６円 ５２６９２円 ４６７０６円 ４３８８０円 
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光熱水費徴収合計  ４３６,４５０円 

光熱水費支出合計  ５１９,７４９円     

差し引き      －８３,２９９円 

９．相談支援 

【事業目標】： 

独立性と客観性を重視した利用者本位を貫いた

上での、事業所間連携の強化 

❶利用者様の状況変化をより正確に把握し、速やかな課

題検討、課題解決に向けるため、モニタリング頻度の見

直し（例：3カ月に一度→2カ月に一度）を行います。 

❷事業単体での黒字化を図るため、相談支援専門員一人

当たりの計画相談件数 43件を速やかに達成するべく、

新規利用契約に取り組みます。 

❸サービス等利用計画作成時（年一回）に行うサービス

担当者会議を半年毎の開催にすることで、事業所間での

情報共有、課題分析、支援の統一を図り、サービスの質

の向上に繋げます。 

❹相談支援専門員現任研修の受講を推し進め、修了後は

機能強化型事業所へのシフト（機能強化型Ⅲを算定し、

将来的には機能強化型Ⅱを目指す）を行い、事業運営の

安定化を図ります。 

❺モニタリング月には、可能な限り調整を行い、利用者

様の医療機関への定期通院に同行（医療・保育・教育機

関等連携加算）し、情報の共有を図ることで、サービス

の質の向上に繋げます。 

❻独立性と客観性を重視した利用者本位の立場を貫い

た相談支援専門員としてサービスの質の向上を目指し

ます。 

 

 

 

 

❶現在契約している利用者様のモニタリング頻度を見直し、2 カ月に一度モニタリン

グを実施中。（2名は毎月モニタリング）。 

 

❷令和 7 年 3 月末時点の計画相談件数は 32 件で前年度から 6 件増。今後も積極的に

新規利用契約に取り組んでいく。 

 

❸サービス担当者会議は半年に一度開催し、積極的に事業所間での情報共有、課題分

析、支援の統一を図っている。 

 

 

❹相談支援専門員現任研修を 3月に受講修了。機能強化型Ⅲへの移行のため、大阪市

への変更申請を行う（3月中に申請済み）。 

 

 

❺モニタリング月の通院同行については、通年で 1件に留まった。引き続き、必要に

応じて調整を行い、通院同行を通して、情報共有、サービスの質向上に繋げていく。 

 

 

❻１月より大阪市施設入所者地域生活移行促進事業に参画。施設入所者の地域移行に

向けた取り組みとして、概ね月に 3回の外出支援を行い、社会経験や地域交流を通じ

て、地域生活のイメージづくりを進めている。 

１０．当事者の会 

・当事者の会の運営マニュアルを作成し、当事者の会の

 

・当事者の会の運営マニュアルは作成済み。 
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運営・会議の開催を実施します。 

・４月に利用者様の写真を載せた投票用紙を作成して投

票を行い、班ごとに代表者（役員）を選出します。※視

覚での選択が難しい利用者様には担当職員が個別に聞

き取ってのアンケートを行います。 

・意思決定支援計画表作成の際にはご本人に参加してい

ただき、視覚的要素（絵や写真、映像）、聴覚的要素（音

楽や音声）など選択に必要な手段を用いて希望の活動や

予定などを確認し、充足度の向上へと繋げます。 

・希望別レクリエーションのアンケートなども同様に、

選択に必要な手段を用いて、意思の表出が難しい方につ

いては担当職員が本人の最善の利益に基づいて選択を

行います。（代行決定） 

・令和７年３月に次年度の役員を決めるための投票を行

います。 

 

・４月に利用者様の写真を載せた投票用紙を用いて各班内で投票を行った。 

同票で代表者が決定しない班もあったため、班によって複数の役員を選出 

する。 

 

 

・意思決定支援計画表作成の際に、ご本人参加のもとサービス担当者会議を行い、希

望の活動や予定などの確認を行っている。 

 

 

・レクリエーションや一泊旅行については、事前に利用者様からアンケートを取り、

内容や行き先の参考とさせていただいている。 

 

１１．実習の受け入れ 

【大阪城南女子短期大学 実務者研修】 

 

 

【南海福祉看護専門学校 介護社会福祉科】 

 

【大阪芸術大学短期大学部 保育学科】 

 

【大阪総合保育大学（小学校および中学校の教諭の普通

免許授与に関わる介護等体験）】 

 

【大阪城南女子短期大学 実務者研修】 

・8／19～8／30 大阪城南女子短期大学 総合保育学科 1名 

・9／ 2～9／14 大阪城南女子短期大学 総合保育学科 1名 

【南海福祉看護専門学校 介護社会福祉科】 

・11／25～12／19 南海福祉看護専門学校 介護社会福祉科 １名 

【大阪芸術大学短期大学部 保育学科】 

・9／30～10／11 大阪芸術大学短期大学部 保育学科 1名 

・11／25～12／6 大阪芸術大学短期大学部 保育学科 2名 

・2／24～ 3／7 大阪芸術大学短期大学部 保育学科 2名 

【大阪総合保育大学(小学校および中学校の教諭の普通免許授与に関わる介護等体験）】  

・なし 

１２．健康維持増進 

※感染症検便検査 ➡利用者様・職員ともに必須検査 

※大腸がん検便検査➡利用者様・職員ともに選択制 

 

６／２１(金)、１１／２２（金）に健康診断（一般社団法人 関西健康福祉協会）を

実施。 
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・４０歳以上の職員が選択した場合は全額補助とする 

・４０歳未満の職員が選択した場合は実費負担とする 

・利用者様は選択制とし実費負担とする。 

※人間ドック   ➡４０歳以上の常勤職員及び管理

職が対象で選択制 

・入社６カ月未満及び退職予定者は対象外とする 

・松原徳洲会に限り２～３月に実施する 

・補助額上限３８，５００円（上限を超えるオプショ

ン等は自己負担とする） 

・人間ドックを希望しない場合は１１月の健康診断は

必須で受診する ※９月頃に意思確認を行う 

※学生夜勤アルバイトについて 

 ・学校で受けた健康診断書の提出により、当法人が指

定する健康診断の受診を見送ることができる。 

ただし、項目が不足している場合は、不足している

項目のみ指定の医療機関にて受診させる。 

メンタルヘルス対策（メンター制度） 

●一般職員－５月、９月、１月 

●班  長－６月、１０月、２月 

●リーダー－７月、１１月、３月 

●役  職－８月、１２月 

●メンターの聞き取り方法（１人３０分以内） 

・厚生労働省が推奨する労働者の「疲労蓄積度自己診

断チェックリスト」を活用して疲労度を確認する。 

・その他、疑問や悩みなどがあれば傾聴の技術のみ活

用する。 

●メンターは聞き取り後、チェックリストを提出、管理

職で情報共有する。 

 

 

 

※人間ドック 令和７年１月～２月に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンターとのヒアリングについては計画通り、実施。 

１３．苦情・虐待窓口、各種委員会 計画通り、各種委員会開催。 
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１４．業務継続計画（ＢＣＰ）※令和６年度より設置

義務 

 

（一）感染症（新型コロナ・インフル 等） （二）自然災害（南海トラフ 等） 

●委員長     辻  正晃  統括施設長 

●副委員長     粟根   亮  施設長 

●副委員長     森  正明  施設長 

●委員       津司真木子 施設長代理 

●委員      川端 友之  本部長代理 

●委員      東中尾竜治 主任 

●委員      西方  守 主任 

●委員      柳澤 正博 主任・池田 副主任 

（委員会運営・訓練・研修・点検） 

１５．全体職員会議、専門研修（外部講師） 

① 令和６年度 個別研修計画（常勤）、個別研修計画（非

常勤） 

② 専門研修（外部講師） 

 

 

 

 

③外部研修（福祉専門職としての使命や倫理観の向上を

目的とする） 

 

 

 

 

・6／8(土)『労務研修』木村憲治氏  『セルフ・コンパッション②』太田哲二氏 

・1／18(土) 業務継続計画(BCP)『他法人の BCPの取り組みを知り、防災の見直し・強

化を図る』希望の園 理事 園長 䕃山 勲氏 

・3／22（土）「各ハラスメントの動向と福祉施設におけるハラスメント防止」 

 大阪城南女子短期大学 教授 前田 崇博氏 

・4／15(月)白石支援員・田渕支援員『新人職員のためのサービスマナーセミナー』 

・6／13(木)髙井リーダー、6／27(木)三村リーダー『スーパーバイザー養成基礎研修』 

・6／20(木)池田副主任『購買意欲を高める広報の魅せ方とは』 

・6／21(金)津司施設長代理『面接相談援助技術基礎講座』 

・7／4(木)、5(金)久保理事長、辻統括施設長『全国社会就労センター総合研究大会』 

・7／11(木)、12(金)森施設長・柳澤主任『全国知的障がい関係施設長等会議』 

・8／6(火)川端本部長代理『オンライン労働セミナー』 

・8／29(木)川端本部長代理『安全運転管理者講習』 

・9／2(月)、10／7(月)、12／2(月)西方主任『障がい児者施設専門ゼミナール』 

・9／2(月)、9(月)、17(火)遠藤支援員『福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程【初

任者】』 

・10／3(木)、4(金)粟根施設長、門田班長、壬生支援員『全国知的障がい福祉関係職
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員研究大会』 

・11／8(金)白石支援員『支援者に求められる感性と想像力・創造力』 

・11／8(金)大西支援員『集団指導者養成研修』 

・11／28(木)張副主任『障がい者福祉とソーシャルイノベーション』 

・12／20(金)粟根施設長『障がい児者救護施設（テーマ別Ⅱ）』 

・12／23(月)橋田支援員『認知症における意思決定支援について』 

・1／9(木)中塚リーダー『上級救命講習』 

・2／20(木)平野リーダー『虐待防止障がい者施設課程テーマⅠ』 

１６．キャリアアップ支援（助成）制度 

●下記、法人が必要と認める資格を取得する場合の費用負

担制度。 

※別紙規定あり 

１．第２種衛生管理者           

 ２．相談支援従事者初任者研修（２日課程） 

 ３．相談支援従事者初任者研修（７日課程） 

 ４．サービス管理責任者 更新研修     

 ５．サービス管理責任者 実践研修     

 ６．サービス管理責任者 基礎研修     

７．相談支援従事者現任研修        

 ８．介護福祉士実習指導者研修       

９．介護福祉士実務者研修修了       

１０．行動援護従業者資格          

１１．強度行動障がい支援者養成研修（基礎） 

１２．強度行動障がい支援者養成研修（実践） 

１３．中核的人材養成研修 

１４．その他   

・国家資格又は受験資格を得るための学習会等の情報を提

供する。 

・資格取得の際の勤務等を配慮し、機会確保を支援する。 

 

 

 

 

１．管理職が受講予定 

２．中村副主任が６月に受講済み。 

３．受講者無し。 

４．東中尾主任が１月に受講済み。 

５．申し込み多数により受講できず。 

６．辻統括施設長が１月に、中村副主任が３月に受講済み。 

７．粟根施設長が３月に受講済み。 

 ８．受講者無し。  

９．受講者無し。 

１０．富平支援員が２月に受講済み。 

１１．受講者無し。 

１２．受講者無し。 

１３．今年度は受講対象者無し。 

１４．その他   

・国家資格や受験資格を得るための情報を随時、対象者に発信している。 

・研修等のスケジュールを考慮して勤務調整を行っている。 

１７．事務所の配置  計画通り実施。 



    ３号基本金 218,750,467

  資産の部合計 737,523,468

  基 本 金

    設備資金借入金 24,472,000
  負債の部合計 279,590,751

218,750,467
  純資産の部

    未 払 金 254,627,393
    預 り 金 491,358
  固定負債 24,472,000

  流動負債 255,118,751

828,644
      車輌運搬具 4,739,930
      器具及び備品

  固定資産 350,754,188

136,271,062

      構 築 物

    その他の固定資産 36,830,966
      建物付属設備 7,609,911

289,899,580
    貯 蔵 品 202,662
    立 替 金 481,544
    前 払 金 6,700,115

資産の部

負債の部

      土    地

  流動資産 386,769,280
    現　　金 894,286
    預　  金 88,591,093
    未 収 金

3,477,089
      建設積立預金 20,175,392

    基本財産 313,923,222
      建    物 177,652,160

15,000,000
194,182,250
194,182,250

5,923,143

  その他の積立金
    人件費積立金
    修繕積立金
    備品等購入積立金
  次期繰越活動収支差額
    次期繰越活動収支差額

457,932,717
737,523,468

貸借対照表
令和7年3月31日 現在

    （うち当期活動収支差額）

  純資産の部合計
  負債及び純資産の部合計

45,000,000
15,000,000
15,000,000



本年度決算

325,628,883
0

10,051,050
38,840,249

876,140
3,445,160
2,884,067

381,725,549
309,198,132
30,680,622
23,240,538
12,077,229

375,196,521
6,529,028

88,297
2,791,204
2,879,501

199,046
2,791,204

495,134
3,485,384
-605,883

5,923,145
0
0
0
2
0
2

-2
5,923,143

188,259,107
194,182,250
194,182,250

  固定資産売却損・処分損(売却原価)
  その他の特別損失
  特別支出計(9)

  特別収支差額(10)=(8)-(9)
  当期活動収支差額(11)=(7)+(10)

繰
越
活
動
収

支
差
額
の
部

  前期繰越活動収支差額(12)
  当期末繰越活動収支差額(13)=(11)+(12)

  次期繰越活動収支差額(18)=(13)+(14)-(15)+(16)-(17)

  事業外雑損失
  事業活動外支出計(5)

  事業活動外収支差額(6)=(4)-(5)
  経常収支差額(7)=(3)+(6)

特
別
収
支
の
部

収
入

  固定資産売却益（売却収入）
  その他の特別収入
  特別収入計(8)

支
出

  事業活動支出計(2)
  事業活動収支差額(3)=(1)-(2)

事
業
活
動
外
収
支
の
部

収
入

  受取利息配当金収入
  経理区分間繰入金収入
  事業活動外収入計(4)

支
出

  借入金利息支出
  経理区分間繰入金支出

  処遇改善交付金収入
  就労事業収入
  寄附金収入
  雑収入
  事業活動収入計(1)

支
出

  人件費支出
  事務費支出
  事業費支出
  減価償却費

事業活動収支計算書
(自)令和6年4月1日(至)令和7年3月31日

勘        定        科       目

事
業
活
動
収
支
の
部

収
入

  自立支援費等収入
  補助事業等収入
  利用料収入
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令和７年度 事業計画（案） 

だんでらいおん５０年構想 基本ビジョン（2005 年～2055 年） 

（長期目標） 

１ 

法人理念である「親亡き後、安全で安心して過ごせる施設づくり」を果たすために、 

居宅支援部を通して、高齢化・終末期に対応できる第１種社会福祉事業（主として入所 

施設サービス）・社会福祉法人化への認可を実現します。 

２ 
公益の増進を目的とした法人として、社会福祉協議会・自立支援協議会・関係機関との

連携を強化して、より一層、地域への社会貢献に参画します。 

３ 
職員が心身ともに健やかに仕事と家庭の両立が継続できるように職場環境の向上を果た 

します。 

４ 

国家資格を持つ介護職員等の賃金を引き上げるため積極的な投資を行い、専門職として

の価値を高めます。併せて、賃金に見合う質の高いサービスが提供できるように意識 

改革・知識・技術の獲得のため、研鑽の機会を増やします。 

５ 

職員が利用者様へ深い愛情と専門性をもって業務遂行ができるように支援現場のニーズ

に沿った環境づくりに積極的な投資を行い、離職０・虐待０・身体拘束０を実現しま

す。 

６ 
利用者様の意思を尊重した支援を積み重ね、尊厳のある本人らしい生活を継続していき

ます。 

７ 
安定的に収益が確保できるように新規利用者の受け入れ・事業拡大・ＢＣＰ（災害・感

染症）の策定・更新など、強靭な財政基盤を確立します。 

 

（短期目標） 

１ 
在宅利用者様の更なる自立に向けて、通所支援部を通して既存の建物を活用して   

グループホーム（短期入所と併用の日中サービス支援型共同生活援助）を設置します。 

２ 

職員への強度行動障がいに関連する資格取得・継続的な研修の機会、手厚い職員配置 等

に、積極的な投資を行い、重度の知的障がい者（強度行動障がい・自閉症 等）を専門的

にサービスの提供ができる事業所として確立します。 

３ 

デジタルトランスフォーメーションを実現のため、ＩＣＴ環境整備に積極的に投資しま

す。業務効率化、顧客満足度（安心・安全・質の高いサービスの提供）を推し進めま

す。 
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令和７年度事業計画 方針（案） 

（１） 理事会 組織≪任期満了に伴う再任 案≫について 

    

役 職 現 新

理事長 久保哲哉 → 再 任

副理事長 米田一代 → 再 任

理 事 苗村登美子 → 退 任

理 事 飯島伸一 → 再 任

理 事 市川貞子 → 再 任

理 事 大原敏江 → 再 任

理 事 山本健太 → 再 任

理 事 秋本佳子 → 再 任

理 事 辻 正晃 → 再 任

理 事 䕃山 勲 → 新 任

監 事 奥西将平 → 再 任

監 事 木村憲治 → 再 任

顧問弁護士 塚本博美 → 退 任

顧問弁護士 本元宏和 → 新 任    

 

① （退任）理事  

〇苗村登美子 理事としての在任期間 ２０年 

 

② （新任）理事 

〇䕃山 勲 社会福祉法人 自興会 障がい者支援施設 希望の園 園長 

 

③   （新）顧問弁護士 

〇本元宏和 さくら北浜法律事務所 

・顧問報酬 ５０,０００円／月（及び消費税） 

   ・付帯業務－役員及び従業員から私生活上の法律問題について相談を受けることができる。 

   ・相談は、甲との間で利益相反を生じないもので、かつ、甲の役員及び従業員を相手方と

しないものに限るものとする。 

   ・１人につき年に１回に限り、無料で相談を受けることとする。 

 

（２） 虐待、身体的拘束に対する処分基準 

  虐待防止・身体的拘束廃止の観点から就業規則を見直し、該当行為に対する厳正な処分の 

基準を検討する。 
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（３）定款の変更 

〇(種別) ・常務理事の追加 

〇(職務) ・常務理事は、理事長を補佐する立場であり、業務遂行・事業拡大における 

最高責任者。 

 

〇辻  正晃 統括施設長を常務理事（統括施設長を兼務）に昇格する。 

給与については年俸制とし、その他、保険、退職金などは、統括施設長に準拠する。 

・令和７年６月１日より施行する。 

・統括施設長 ８５０,０００円／月 

 

（４）理事報酬規程の変更 

   (交通費) ・理事及び監事  交通費１回あたり ７,０００円 ⇒ １０,０００円 

 

（５）就業規則の改定 

①定年延長について 

定年の延長 
６１歳→６２歳  

※本人の希望により６０歳で定年にすることができる。 

 

②再雇用制度の期間延長について 

再雇用制度の期間 

延長 

６２歳～６７歳まで利用できる。 

※本人の希望により６０歳～利用できる。 

 

③リフレッシュ特別休暇（欠勤がある場合の対応） 

リフレッシュ休暇 
・特別休暇５日、公休２日を組み合わせて７連休を年に一回取得する。 

※欠勤がある場合、特別休暇の付与を短縮または支給しない場合がある。 

 

④特別休暇 

親の介護 特別休暇 

・要介護認定で要介護１以上の父母(配偶者の父母を含む)の急な受診や急な

介護が必要となった際に、介護者が当該職員しかない場合に限り、月１日の

特別休暇を請求することができる。 

 

⑤就業時間の変更（実働 ７時間５５分⇒７時間５０分へ） 

就業時間の変更 

日勤Ａ： ８時３５分～１７時１０分 （実働 ７時間５０分・休憩適宜４５分） 

日勤Ｂ： ９時３５分～１８時１０分 （実働 ７時間５０分・休憩適宜４５分） 

遅出Ａ：１０時５５分～１９時３０分 （実働 ７時間５０分・休憩適宜４５分） 

遅出Ｂ：１２時２５分～２１時００分 （実働 ７時間５０分・休憩適宜４５分） 

早出 ： ７時３０分～１６時０５分 （実働 ７時間５０分・休憩適宜４５分） 

Ａ夜勤：１５時４０分～翌９時２０分 （実働１５時間４０分・休憩適宜２時間） 

Ｂ夜勤：１４時１０分～翌７時５０分 （実働１５時間４０分・休憩適宜２時間） 

Ｃ夜勤：１９時１０分～翌１２時５０分（実働１５時間４０分・休憩適宜２時間） 
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⑥年間休日数の変更 

公休２日増 

年間休日１０８日 ⇒１１０日 

これに伴い給与規程の時間外・休日・深夜手当の計算式内『月労働時間』の

表記を変更。 『１７０』⇒『一給与計算期間における平均要勤務時間』 

 

⑦リカバリー特別休暇（試験的導入） 

〇満５５歳以上の職員が共同生活援助または短期入所において、週２回夜勤業務に従事した

場合、翌々週までの間に法人が指定する日に０.５日の特別休暇を付与して心身の回復に努め

ることができる。※ただし、主担以上は除く。 

６～８月に試験的に導入し、下期に継続するか検討する。 

 

 ⑧非常勤職員の特別休暇を導入 

 〇準職員および所定労働日数が常勤と同じ非常勤職員は、ライフイベント等の際に勤務日の

変更が困難なことから、労働局よりご指摘があり特別休暇を付与する改定を行う。 

 

 ⑨行動援護ヘルパー資格取得費用の全額補助を拡大 

〇非常勤職員－契約期間を経過し、実働５０時間に達した場合に申請による補助を行う。 

 

（６）法人業務分類の見直し 

〇法人業務の役割を経営基盤・権利擁護地域連携・人材育成に３分類して法人運営の強靭化

及び効率化を図ります。 

① 経営管理室（法人運営・リスクマネジメント） 

室長－辻 常務理事 兼 統括施設長、室長補佐－川端 本部長代理  

専門員－池田 副主任 

業務内容：法人全体の資産管理、リスク管理、コンプライアンス対応を統括し、持続可能

な経営基盤を構築して実行する。 

１．法人資産管理－施設・設備・財務管理 

２．危機管理（BCP・コンプラ・カスハラ）－リスク管理・法令遵守 

３．メンタルヘルス対策－職員の健康管理・メンタルヘルス対策 

② 権利擁護・地域連携室（権利擁護・地域貢献） 

室長－粟根 施設長、室長補佐－津司 施設長代理、専門員－柳澤 主任 

業務内容：権利擁護の推進、地域社会への貢献を図る。 

１．権利擁護推進－利用者の権利擁護・虐待防止・身体拘束廃止・感染症予防 

２．社会貢献推進－地域連携・CSR（法人の社会的責任）活動 

                   ⇓ 
            法人が社会と環境と共存しながら持続可能な成長を図るため、 

責任ある行動や説明責任を果たしていくことを求める考え 
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③ 人材・サービス開発室（職員育成・新規事業開発） 

室長－森 施設長、①室長補佐－東中尾 部長、専門員－中村 副主任 

②室長補佐－西方 主任、専門員－張 副主任 

業務内容：人材育成の強化、新規事業の開発・移行を進め、法人の成長を促す。 

１．日中サービス支援型共同生活援助移行準備－新規事業立ち上げ 

２．人材育成成長戦略（実習指導・職員研修）－職員教育・キャリア形成 

（７）支援上の留意点について 

〇実績表等の押印は利用者、家族による押印を徹底する。 

 〇食事提供加算の取り扱い－食事提供に関する業務マニュアルの作成 

 〇共同生活援助－利用者預り金の清算頻度について【年１回→毎月】 ※翌々月に清算 

 

（８）カスタマーハラスメント（カスハラ）への対応方針について 

〇利用者様・家族様との良好な関係を築き、職員が心身ともに健全に働ける職場づくりを 

目指す。 

〇利用者様・家族様から妥当性を欠いた要求や要求を実現する手段・態様が社会通念上 

不相当なもので、職員の就業環境が害される行為と定義づける。 

 〇契約書・重要事項説明書に追記し、令和７年４月１日付で対応していく。 

〇『カスタマーハラスメント（カスハラ）への対応』に関する業務マニュアルを作成し、 

職員に周知して、当該事案への対応に備えていく。 

 

（９）賃金改定（ベア・定昇） ※処遇改善加算交付計画 

 〇常 勤 

① ベースアップ 一律８,０００円（２．９７％） 

② 定期昇給    平均４,０６４円（１．５１％） 

③ 令和７年度処遇改善加算に関する一時金の配分計画について 

   ・一時金は統括施設長・施設長・施設長代理・部長は支給しない。 

〇非常勤 

① ベースアップ 一律１０円（０．７８％） 

② 定期昇給    平均２２円（１．６２％） 

 

（１０）人事について 

①昇 格 

（管理職）・東中尾 竜治  主任Ａ  ⇒ 部長Ｃ 

（役 職）・三村 俊   リーダー ⇒ 主担Ｃ（主に管理職を補佐） 

（職 務）・壬生 芹那  支援員  ⇒ 班長 
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②新入職員 

（常 勤） 

・孫
そん

 文
ぶん

花
か

  １１/ １付 非常勤からの常勤登用 介護福祉士 生活介護 生活支援員 

・川島
かわしま

 夏斗
な つ と

  １/ １付 非常勤からの常勤登用 共同生活援助 生活支援員 

・髙
たか

田
だ

 朋
とも

君
き

  ２/ １付 高齢者施設経験１５年 介護福祉士 生活介護 生活支援員 

・森本
もりもと

 吉
よし

哲
あき

  ２/１６付 非常勤からの常勤登用 共同生活援助 生活支援員 

・孫
そん

 衛
えい

    ３/ １付 高齢者施設経験２０年 介護福祉士 生活介護 生活支援員 

・神樂所
かぐらしょ

 千尋
ち ひ ろ

 ４/ １付 福祉系専門学校卒業  社会福祉士 生活介護 生活支援員 

・花田
は な だ

 孟
はじめ

    ４/ １付 福祉系専門学校卒業  介護福祉士 生活介護 生活支援員 

（１１）令和７年度 事業部 組織体制 

最高責任者－辻統括施設長 

部 門 事業名 事業統括責任者 

（管理職） 

事業責任者 

（管理職） 

業務責任者 

（役 職） 

班リーダー 

（役職・リーダー） 

法人本部 総務部 川端本部長代理  池田副主任  

相談支援 相談支援 粟根施設長 津司施設長代理   

地域生活支援 

共同生活 

森施設長 柳澤主任 

張副主任 西野主担 

短期入所 中村副主任  

居宅介護 山下主担  

日中活動支援 

生活介護  

(こんふぉーと) 

東中尾部長 

西方主任 
(本) 髙井リーダー 

(別) 森川リーダー・壬生班長 

生活介護 

(リアン・リバティ) 
 

(新) 三村主担 中塚リーダー 

(リ) 山崎主担 平野リーダー・門田班長 

（１２）設備投資 

  〇ルポゼの各居室に見守りカメラを設置 

  〇グループホームに排泄センサー取り付けを検討 

  〇ハイエースの購入 

 

（１３）経理業務の見直し 

  〇仕分け科目の整理、手書き振替伝票の廃止などにより総務部門の業務効率化。 

 

（１４）２０周年記念行事 

  〇２０周年記念旅行 

   日時 ：令和７年６月８日（金）～１０日（日） 

   行き先：長崎ハウステンボス、九十九島遊覧船 

   人数 ：利用者様１５名、家族様１２名、職員１５名 計４２名予定 

   費用 ：一人当たり９５,０００円 
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〇創立２０周年記念行事 

 日時：令和７年１１月３日（月・祝） 

   場所：ホテルモントレ ラ・スール大阪 

   人数：約１５０名（ご利用者・家族：約８０名、来賓：約１５名、理事・監事：約１５名 

            支援員：約４０名） 

       

（１５）新規事業・類型変更（重度訪問介護・日中サービス支援型共同生活援助） 

【重度訪問介護】 

重度の肢体不自由者または重度の知的障害、もしくは精神障害により行動上著しい困難がある方

に対して、身体介護や家事援助、外出支援、見守りなどの支援を、比較的長時間にわたって総合

的かつ断続的に行います。（厚生労働省 HPより参照） 

 

【重度訪問介護を事業開始する理由】 

・特にグループホームに入居されている方々が入院となった際に、制度に沿って付き添いが可能

となる。 

・今後、利用者様の更なる高齢化していく中で、行動援護ではなく、重度訪問介護の利用が想定

される。 

 

【登録利用者数、職員配置 等】 

〇登録利用者数見込み１名            ●登録時間数（見込み）８０時間  

〇登録従業者数 管理者１名 男性８名 女性８名 合計１６名（令和７年４月登録予定） 

〇斡旋時間見込み   １０時間／月 

 

【日中サービス支援型共同生活援助】 

日中支援型グループホームは、重度の障がいや高齢といった理由から日中の活動が難しい方に 

対して、24時間体制で専門的な介護サービスを提供する施設です。入浴や食事の介助はもちろ 

ん、排泄や移動といった日常生活全般をサポートします。 

特に、昼夜を通じて 1人以上の職員を配置しているため、緊急時にも迅速に対応できる体制が 

整っている点に注目です。障がいのある方が安心して暮らせるよう、きめ細やかな支援を提供 

しているのです。 

また、定員 1～5人の短期入所を併設している施設もあり、ご家族の事情などで一時的に自宅 

での生活が困難になった場合にも利用できます。 

参照：共同生活援助（介護サービス包括型・外部サービス利用型・日中サービス支援型）に係る報酬・ 

基準について／厚生労働省 

 

【日中サービス支援型共同生活援助に移行・新規設置する理由】 

・早急な日中支援体制の確保 

入居者様の高齢化に伴い、介護度の上昇や医療的ケアの必要性が増大してきている。 

個別の医療機関（現在 21医療機関）や訪問看護ステーションとの連携が必要。 

日中活動先への通所が困難となるケースの増加が予想される。 
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・グループホーム入居希望者の増加 

現在、短期入所を利用されている方のご家族様の大半が、将来的にはグループホームへの

入居を希望されている。→強度行動障がいを有する利用者様のグループホームの受け皿が

少ない。 

・安定した運営のための財源確保 

  日中サービス支援型共同生活援助は、日中も含めた手厚いサービスが求められることから 

介護サービス包括型よりも報酬単価が高く設定されている。更なる職員の増員やＩＣＴ 

導入への設備投資をしていくには、新たな財源確保が必要。 

・共同生活援助と短期入所の一体的運営による支援強化 

日中サービス支援型共同生活援助として、一体的に運営することで、緊急時の対応が可能

な短期入所体制の確立に近づける。２４時間３６５日受け入れ可能な短期入所が確立して

いけば、在宅生活を支える柔軟な支援環境が整備可能となり、より長く在宅生活を維持で

きる地域生活支援体制の構築につなげる。 

※一体的に運営することで、より手厚い職員配置を整え、利用者様の更なる生活の質の向

上につなげる。 

 ・有事および将来的な看取り支援体制の整備 

   新興感染症の発生時等に感染者の対応を行う指定締結医療機関との連携に向け、上山クリ

ニックと協議を進めていく。 

   将来的には、看護師の配置、看取り支援体制の整備を進め、入居者様が最後まで安心して

暮らせる環境を作り、選択肢の一つとして体制を整備していく。 

 

 【令和７年度スケジュール】 

・事前審査まで ：大阪市福祉局運営指導課で設置基準についての確認。 

・４月     ：ホーム家族会にて、利用者様、家族様への説明・同意。 

・５月     ：大阪市福祉局障がい支援課による事前審査。 

・５～６月   ：生活介護家族会にて、主に短期入所の件について、説明・同意。 

・６～７月   ：指定手続き。 

・１１月    ：指定・移行。 

  【本館】 

  ２階-日中サービス支援型共同生活援助 男性-５名 

  ３階-日中サービス支援型共同生活援助 男性-５名 

  ４階-単独型短期入所 ５部屋 主に男性 

  【新館】 

 ２階-日中サービス支援型共同生活援助 女性-５名 

 ３階-単独型短期入所 ５部屋 主に女性 

【令和８年度以降のスケジュール】 

・新館３階‐単独型短期入所 ５部屋 → 日中サービス支援型共同生活援助３～４名 

                    単独型短期入所１～２部屋 

・新興感染症の発生時等に感染者の対応を行う協定締結医療機関との連携締結 

・本館４階‐単独型短期入所 ５部屋 → 日中サービス支援型共同生活援助３～４名 

                    単独型短期入所１～２部屋 
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・常勤看護師の配置、看取り支援体制の整備 

 

（１６）地域生活支援 

①共同生活援助 みんなの家  

【事業目標】：利用者様がより安心して過ごせるようリスクマネジメントを強化するとともに、

より快適な環境を整えます。  

〇地域連携推進会議開催に向けて 

 ・３月２５日～３１日の間に令和６年度地域連携推進会議ならびに住居訪問を実施予定。 

 ・令和７年度については、上期で第三者評価受審。下期で地域連携推進会議の開催なら 

びに住居訪問を実施予定。 

  

１．職員配置 

・重度障害者支援加算（Ⅰ）生活支援員のうち２０％以上の基礎研修修了者を配置 

・夜間支援等体制加算（Ⅰ）原則、入居者様５人に対して１人の夜勤職員を配置 

・夜間支援等体制加算（Ⅳ）複数の夜勤職員を配置し、夜間の支援体制強化を図った場合に算定 

・福祉専門職配置等加算（Ⅰ）型 [常勤配置８人中５人が国家資格保持者] 

・医療連携体制加算（Ⅶ）型［２４時間 看護師との連絡体制の確保］ 

職   種 常勤（内、兼任） 非常勤（内、兼任） 合  計 常勤換算 

世 話 人 ０名（ ０名） １６名（１名）  １６名（ １名） ５．３０名／日 

生活支援員 １８名（１０名） １名（１名） １９名（１１名） ８．５０名／日 

合   計 １８名（１０名） １７名（２名） ３５名（１２名） １３．８０名／日 

  

２．入居者様の支援に関して 

 〇服薬支援強化  

・現状、当事業所が求める服薬支援ロボットは見当たらないが、引き続き、調査は進めていく。 

・「服薬ミス＝命にかかわる可能性」ということを再認識・情報共有を徹底し、高い意識を持っ

て服薬支援にあたる。 

 〇新興感染症発生時の対応について 

  新興感染症が発生した際に、感染者の対応を行う指定締結医療機関との連携に向け、上山ク

リニックと協議を進めていきます。 

 〇嚥下食の導入 

嚥下機能の低下が見られる利用者様に、やわらか食を取り入れ、安全かつ美味しくいただけ

る食事提供を実施します。４月～５月業者選定。６月より本格導入。 

 〇利用者様帰宅時の持ち帰り準備物等をマニュアル化し、誰が帰宅時の対応にあたっても対応

できる環境を整えます。 

 

３．年間行事計画 

行事名 開催月 目安の予算（一人） 

長崎旅行 －２泊３日－ ６月 予算：９５,０００円 
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②居宅介護（行動援護・重度訪問介護・移動支援） 

【事業目標】：利用者様の更なる余暇の充実（休日）と健康増進（平日）を図ります。 

１．行動援護事業を積極的に活用していただき、平日はウォーキング等で健康の維持増進、休

日はＯＪＴ研修等を通し、余暇の充実、経験拡大を図ります。 

２．キャリアアップ支援制度を活用し、実務経験のある職員には、強度行動障がい支援者養成

研修（基礎・実践）、行動援護従業者養成研修の受講を進め、「従業者の増」ならびに「斡旋

時間の増」につなげていきます。また地域の障がい福祉事業所とも連携し、行動援護従業者

養成研修の受講を進めていきます。 

３．重度障がい者等包括支援事業のサービス提供責任者になるには、相談支援専門員の資格が

必要となるため、資格取得を進めていきます。 

 ４．行動援護 

〇登録利用者数１９名（令和７年４月登録予定）  ●登録時間数８３８時間  

〇登録従業者数 管理者１名 男性１９名 女性１３名 合計３２名(令和７年４月登録予定) 

 〇斡旋時間見込み ４００時間／月 

５．移動支援 

〇登録利用者数５名（令和７年４月登録予定）   ●登録時間数１０５時間  

〇登録従業者数 管理者１名 男性１９名 女性１３名 合計３２名(令和７年４月登録予定) 

〇斡旋時間見込み ６時間／月 

 

③短期入所「ルポゼ」(日中サービス支援型共同生活援助「ルポゼ」事業移行準備委員会) 

【事業目標】：連泊の拡大や予約日を早めることで、介護給付費月２００万円を目指し、稼働率

アップを図ります。 

・日中サービス支援型共同生活援助への移行を見据え、６月より月１回４泊５日(月～金)の開

所を設定し、利用者様に長期の宿泊にも慣れていただきます。  

【男性】           【女性】 

４月  -月１２回開所    ４月  -月１８回開所 

５月  -月１２回開所    ５月  -月１８回開所 

６月以降-月１６回開所    ６月以降-月１９～２０回開所 

 

・６月より予約受付を「当該月の前月の１日」から「当該月の前々月の１日」に変更します。 

        

１．登録利用者数(内、重度加算対象者数) 男性１５名(内１２名)・ 女性１４名(内１３名) 

・区分６：男性１２名 女性１３名   ・区分５：男性 ２名 女性 ０名 

    ・区分４：男性 １名 女性 ０名   ・区分３：男性 ０名 女性 １名 

 

２．職員配置 ・管理者兼生活支援員  女性１名（内１名） 

        ・生活支援員      男性３名（内３名） 女性４名（内４名） 

        ・栄養士        女性１名  

         ※生活支援員は生活介護事業の生活支援員と兼務 

        ※（ ）は行動援護又は強度行動障がい支援者の資格者 
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３．開所日数及び利用見込み延べ数 

≪利用延べ見込み数  前期≫ （ ）は開所日数 

男 性 ４月（１２日） ５月（１２日） ６月（１６日） ７月（１６日） ８月（１６日） ９月（１６日） 

区分６ ４４名 ４４名 ５８名 ５８名 ５８名 ５８名 

区分５ ４名 ４名 ６名 ６名 ６名 ６名 

区分４ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

女 性 ４月（１６日） ５月（１６日） ６月（２０日） ７月（２０日） ８月（２０日） ９月（２０日） 

区分６ ７２名 ７２名 ９６名 ９６名 ９６名 ９６名 

区分５ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

区分４ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

合 計 １２０名 １２０名 １６０名 １６０名 １６０名 １６０名 

≪利用延べ見込み数  後期≫ （ ）は開所日数 

男 性 １０月（１６日） １１月（１６日） １２月（１６日） １月（１６日） ２月（１６日） ３月（１６日） 

区分６ ５８名 ５８名 ５８名 ５８名 ５８名 ５８名 

区分５ ６名 ６名 ６名 ６名 ６名 ６名 

区分４ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

女 性 １０月（２０日） １１月（２０日） １２月（２０日） １月（２０日） ２月（１９日） ３月（２０日） 

区分６ ９６名 ９６名 ９６名 ９６名 ８８名 ９６名 

区分５ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

区分４ ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

合 計 １６０名 １６０名 １６０名 １６０名 １５２名 １６０名 

（１７）日中活動支援 

〇生活介護「こんふぉーと」「リアン」「リバティ」共通 

【事業目標】：利用者様一人ひとりの自己実現を支援するため、日中活動の多様化と地域交流の

促進を図ります。 

開所日数（前年度より２日増） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開所日数 ２２日 ２３日 ２２日 ２３日 ２２日 ２２日 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

開所日数 ２３日 ２２日 ２３日 ２２日 ２０日 ２２日 

合計２６６日 

 

利用者様の日中活動支援に関して 

１．地域のボランティアや近隣事業所との合同イベントを企画し、利用者様の経験拡大へと

繋げます。 

２．利用者様が「選択できる」「体験できる」機会を増やし、充足度の向上へと繋げます。 

３．地域との繋がりを強化し、社会参加の機会を創出します。 

４．食事提供に関しては、(株)ジョイントでの健康管理食を基本として、利用者様の健康状

態に合わせてやわらか食などの導入を行います。 

５．希望別・班別のレクリエーションに関しては、引き続き、利用者様の希望や意見を取り

入れて、充足度の向上に繋げます。 

６．その他、運動機会の確保、主なサービス内容等については、前年度と同様に継続して実

施します。 
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行事計画 

４月 花見（全体） １０月 京都水族館（事業所別） 

５月 ＢＢＱ（全体） １１月 創立２０周年行事（法人行事） 

班別レクリエーション 

６月 班別レクリエーション １２月 クリスマス会（全体） 

忘年会（全体） 

７月 ニフレル（事業所別） １月 新年会（全体） 

８月 希望別レクリエーション ２月 希望別レクリエーション 

１０月 大阪万博（全体） ３月 食事レクリエーション（班別） 

 

〇生活介護「こんふぉーと」 

登録利用者 ２４名 

※新規利用者 

Ｈ様 男性 東住吉支援学校 令和７年３月卒業予定 区分６ 

Ｏ様 男性 東住吉支援学校 令和７年３月卒業予定 区分５ 

Ｈ様 女性 大阪教育大学付属支援学校 令和７年３月卒業予定 区分５ 

サービス提供時間 区分６ 区分５ 区分４ 合 計 
６時間以上７時間未満 ２０名 

(行動関連 10 点以上 18 名) 
４名 

(行動関連 10点以上 3名) 
０名 ２４名 

(行動関連 10 点以上 21 名) 

７時間以上８時間未満 ０名 ０名 ０名 ０名 

合 計 ２０名 
(行動関連 10 点以上 18 名) 

４名 
(行動関連 10点以上 3名) 

０名 ２４名 
(行動関連 10 点以上 21 名) 

※行動関連 18点以上 6名 

 

[職員配置] 

・人員配置体制加算(Ⅰ)型【１．５対１】 

区分 5若しくは区分 6 に該当する者の総数が利用者数の 6割以上であること。 

常勤換算方法により、従業員の員数が利用者の数を 1.5で除して得た数以上であること。 

・福祉専門職配置体制加算(Ⅰ)型 [常勤配置１２人中７人が国家資格保持者] ※サビ管除く 

常勤の生活支援員等のうち、社会福祉士、介護福祉士等の資格保有者が 35％以上の事業所。 

・福祉専門職員配置等加算(Ⅲ)型 [常勤配置１２人中５人が３年以上従事] 

 生活支援員のうち常勤職員が 75％以上、または常勤の生活支援員のうち、3年以上従事して 

いる従業者が 30％以上の事業所。 

・重度障がい者支援加算(Ⅱ) 

・重度障がい者支援加算(Ⅲ)      ・食事提供体制加算 

常勤（内、兼任） 非常勤（内、兼任） 合  計 常勤換算 

１２名（８名） ２名（０名） １４名（８名） １１.１４名／日 

 

〇生活介護「リアン・リバティ」 

登録利用者 ２２名 

サービス提供時間 区分６ 区分５ 区分４ 合 計 
６時間以上７時間未満 ６名 

(行動関連 10 点以上 6 名) 
２名 

(行動関連 10点以上 2名) 
１名 ９名 

(行動関連 10 点以上 8 名) 
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７時間以上８時間未満 １３名 
(行動関連 10 点以上 13 名) 

０名 ０名 １３名 
(行動関連 10 点以上 13 名) 

合 計 １９名 
(行動関連 10 点以上 19 名) 

２名 
(行動関連 10点以上 2名) 

１名 ２２名 
(行動関連 10 点以上 21 名) 

※行動関連 18点以上 10 名 

 [職員配置] 

・人員配置体制加算(Ⅰ)型【１．５対１】 

・福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)型 [常勤配置１０人中７人が国家資格保持者] ※サビ管除く 

・福祉専門職員配置等加算(Ⅲ)型 [常勤配置１０人中５人が３年以上従事] 

・重度障がい者支援加算(Ⅱ) 

・重度障がい者支援加算(Ⅲ)      ・食事提供体制加算 

事業所名 常勤（内、兼任） 非常勤（内、兼任）  合  計 常勤換算 

リアン ６名（４名） ９名（０名） １５名（ ４名） ８.９５名／日 

リバティ ４名（３名） ３名（１名）  ７名（ ４名） ３.９２名／日 

合  計  １０名（７名） １２名（１名） ２２名（ ８名） １２.８７名／日 

（１８）相談支援 

【事業目標】：独立性と客観性を重視した利用者本位での事業所間連携の強化及び基幹相談支援 

センター等と連携した地域貢献、社会貢献の推進 

[職員配置] 

・機能強化型サービス利用支援費（Ⅲ）及び機能強化型継続サービス利用支援費（Ⅲ） 

・行動障害支援体制加算 

・医療・保育・教育機関等連携加算 

１．利用者様の意向を最優先し、事業所や関係機関の影響を受けることなく、公平・中立な支

援を実施します。 

利用者様の希望に基づき、適切なサービス事業所を選定・紹介し、個別性を尊重したプラン

を提案します。 

利用者様の意向を最大限尊重し、自己決定を支援するとともに、多様な選択肢を提示するこ

とで、より良い生活の実現をサポートします。 

事業所間の連携を強化し、利用者様がより質の高い支援を受けられる環境を整えます。 

相談支援専門員同士の意見交換を行い、支援の質の向上を図るとともに、新たな支援の在り

方を模索します。 

こうした取り組みを通じて、独立性と客観性を重視した利用者本位の立場を貫いた相談支援

専門員としてサービスの質の向上を目指します。 

２．事業単体での黒字化を図るため、引き続き、新規利用契約に取り組みます。 

新規契約目標：年間 １０名 （令和６年度末時点 ３２名） 

（４～６月：４名 ７～９月：２名 １０～１２月：２名 １～３月：２名） 

※前年度比約１９０万円の増収を見込みます。 

 ３．モニタリング月には、可能な限り調整を行い、利用者様の医療機関への定期通院に同行

（医療・保育・教育機関等連携加算）し、情報の共有を図ることで、サービスの質の向上に

繋げます。 
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 ４．基幹相談支援センターと連携し、対応困難な相談支援の受け入れ、施設入所者の地域生活

移行を促進します。 

 ５．施設入所者地域生活移行促進事業をはじめ、地域貢献のため多機関協働事業に積極的に参

画します。 

 ６．将来的に機能強化型Ⅱへの移行を目指すため、新たな相談支援専門員の育成を推進します。 

 ７．事業所内での会議を毎週行い、情報共有を徹底します。 

 ８．機能強化型の相談支援事業所に移行することで、今まで以上に支援困難ケースへの積極的

な対応を行い、専門性の高い人材の確保に努めます。また、質の高いマネジメントを実施し、

市町村や基幹相談支援センター等との連携体制を確保します。 

（１９）社会貢献（地域連携） 

１．住道矢田６町会・矢田５町会  

〇災害時の連携等の関係強化（避難訓練の参加要請） 

 

２．要介護者対応型避難所づくりと防災なんでも電話相談 

 〇相談支援事業所（粟根施設長・津司施設長代理）が中心となって、地域の相談に応じる。 

  ・社会資源等の情報提供が主な業務 

 

３．社会貢献事業 

  〇包括連携協定の締結 

大阪総合保育大学短期大学部（現・大阪城南女子短期大学）と共に、地域社会の発展に寄

与するため、教育・就職・地域イベント・研究において、相互に協力し取り組む。 

〇矢田ふれあい祭り実行委員会への参画 

 

４．施設入所者地域生活移行促進事業 

  〇施設入所者への計画的な外出支援を通じて地域生活体験の機会を提供することにより、障

がい者支援施設からの地域移行の促進を図る。 

（２０）社会貢献（団体加盟） 
団体名 主たる窓口 所属部会 等 

大阪府社会福祉協議会 
・近畿社会就労センター協議会加盟 

・全国社会就労センター協議会加盟 

久保 理事長 

・セルプ部会 副部会長 

・研修運営委員会 専門委員会 委員長 

・研修運営委員会 委員 

・福祉と人権の研修ネットワークおおさか運営委員会 委員 

・運営化適正化員会 日常生活自立支援事業・運営監視小委員会 委員 

辻 統括施設長 ・従事者部会 常任委員 

大阪市障がい児・者施設連

絡協議会 

久保 理事長 ・身体障がい者部会 

森 施設長 ・知的障がい者部会 

大阪知的障がい者福祉協会 
・日本知的障がい者福祉協会加盟 

久保理事長 ・日中活動系サービス 部会 

一般社団法人 大阪知的障が

い児者生活サポート協会 
柳澤 主任 ・広報誌「RA-SHI-KU」編集係 

東住吉区自立支援協議会 
東中尾 部長 

西方 主任 
・日中活動系 
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柳澤 主任 

中村 副主任 

張 副主任 

・居住系 

森 施設長 ・訪問系 

粟根 施設長 

津司 施設長代理 
・相談支援部会 

（２１）実習の受け入れ 

１．大阪総合保育大学短期大学部 実務者研修 

２．南海福祉看護専門学校 介護社会福祉科 

３．大阪芸術大学短期大学部 保育学科 

４．大阪総合保育大学（小学校および中学校の教諭の普通免許授与に関わる介護等体験） 

（２２）健康維持増進 

１．健康診断【前期：６月２７日（金）、後期：１１月２１日（金）】 

 人間ドック ２～３月 

※感染症検便検査 ➡利用者様・職員ともに必須検査 

※大腸がん検便検査➡利用者様・職員ともに選択制・４０歳以上の職員が選択した場合は全額補助とする 

                       ・４０歳未満の職員が選択した場合は実費負担とする 

                       ・利用者様は選択制とし実費負担とする。 

※人間ドック   ➡４０歳以上の常勤職員及び管理職が対象で選択制 

・入社６カ月未満及び退職予定者は対象外とする  ・松原徳洲会に限り２～３月に実施する 

・補助額上限３８，５００円（上限を超えるオプション等は自己負担とする） 

・人間ドックを希望しない場合は１１月の健康診断は必須で受診する ※９月頃に意思確認を行う 

※学生夜勤アルバイトについて 

 ・学校で受けた健康診断書の提出により、当法人が指定する健康診断の受診を見送ることができる。 

ただし、項目が不足している場合は、不足している項目のみ指定の医療機関にて受診させる。 

２．メンタルヘルス対策（メンター制度） 

〇一般職員－５月、９月、１月     〇班  長－６月、１０月、２月 

〇リーダー－７月、１１月、３月    〇役  職－８月、１２月 

〇メンターの聞き取り方法（１人３０分以内） 

・厚生労働省が推奨する労働者の「疲労蓄積度自己診断チェックリスト」を活用して 

疲労度を確認する。 

   ・その他、疑問や悩みなどがあれば傾聴の技術のみ活用する。 

  〇メンターは聞き取り後、チェックリストを提出、管理職で情報共有する。 

（２３）苦情・虐待窓口、各種委員会 

【苦情・虐待窓口】※表記は制度上の配置職域名 

事業名 責任者 窓 口 第三者委員 

相談支援 

だんでらいおん相談支援事業所 

粟根  亮 
（相談支援 施設長） 

津司 真木子 
（施設長代理：管理者兼相談支援員） 

大阪総合保育大学 

短期大学部 

前田 崇博 教授 

 

共同生活援助 

「みんなの家 フェロー」 

森  正明 
（地域生活支援 施設長：管理者兼サビ管） 

柳澤 正博 
（主任：生活支援員） 
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生活介護「こんふぉーと」 東中尾 竜治 
（日中活動支援 部長） 

西方  守 
（主任：管理者兼サビ管） 

 

 

 

 

大阪総合保育大学 

短期大学部 

前田 崇博 教授 

生活介護「リアン」「リバティ」 東中尾 竜治 
（日中活動支援 部長） 

山崎 勝彦 
（主担：生活支援員） 

行動援護 

だんでらいおん居宅介護事業所 

森  正明 
（地域生活支援 施設長：従業者） 

柳澤 正博 
（主任：管理者兼サビ責） 

重度訪問介護 

だんでらいおん居宅介護事業所 

森  正明 
（地域生活支援 施設長：従業者） 

柳澤 正博 
（主任：管理者兼サビ責） 

移動支援 

だんでらいおん居宅介護事業所 

森  正明 
（地域生活支援 施設長：従業者） 

柳澤 正博 
（主任：管理者兼サビ責） 

短期入所「ルポゼ」 森  正明 
（地域生活支援 施設長） 

中村 優公 
（副主任：管理者兼支援員） 

１．コンプライアンス・ハラスメント検証委員会 

障がい福祉の現場において適切な職場環境維持（ハラスメント対策）を求める。 

２．苦情解決・虐待防止・身体的拘束適正化・リスクマネジメント検証委員会 

 ※２カ月に１回（偶数月）に会議を実施。 

３．感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会 

≪共同生活援助 給食・衛生委員会 ６月・１２月≫ 

≪生活介護 給食・衛生委員会 ８月・２月≫ 

≪短期入所 給食・衛生委員会 ７月・１月≫ 

（２４）業務継続計画（ＢＣＰ） 

（一）感染症（新型コロナ・インフル 等）   （二）自然災害（南海トラフ 等） 

※年１回 令和８年１月にＢＣＰ研修及び訓練を実施。  

 

（２５）環境整備 

・ワックスがけ ≪本館・別館・新館≫ 株式会社 ＦＡＳＴＲＩＫ 

・エアコン洗浄  株式会社 ホームパレット 

・雑排水管洗浄  小川工業 株式会社 

 

（２６）全体職員会議・専門研修（外部講師） 

１．専門研修(外部講師) 

全体職員会議の専門研修に合わせて、外部講師依頼の日程調整を行う。 

令和７年７月５日(土)、 １０月２５日(土)、 令和８年１月１７日(土)、３月２８日(土) 

２．令和７年度 個別研修計画（常勤）、令和７年度 個別研修計画（非常勤）※別紙、参照 

３．外部研修（福祉専門職としての使命や倫理観の向上を目的とする） 

   大阪府社会福祉協議会が実施する「障がい児者・救護施設課程研修」又は類似研修に参加

する。 

 

（２７）キャリアアップ支援（助成）制度 

 〇下記、法人が必要と認める資格を取得する場合の費用負担制度。※別紙規定あり 

  １．第２種衛生管理者          ≪管理職≫ 
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  ２．相談支援従事者初任者研修（２日課程） 

  ３．相談支援従事者初任者研修（７日課程）≪川端本部長代理≫ 

  ４．サービス管理責任者 更新研修    ≪柳澤主任≫ 

   ５．サービス管理責任者 実践研修    ≪辻統括施設長・張副主任・中村副主任・三村主担≫ 

６．サービス管理責任者 基礎研修    ≪髙井リーダー≫ 

７．相談支援従事者現任研修       ≪津司施設長代理≫ 

  ８．介護福祉士実習指導者研修      ≪東中尾部長・西方主任≫ 

９．介護福祉士実務者研修修了      ≪職員の申し出→所属長推薦→管理職面談≫ 

１０．行動援護従業者資格         ≪金光支援員・孫文花支援員≫ 

１１．強度行動障がい支援者養成研修（基礎）≪白石支援員・田渕支援員≫ 

１２．強度行動障がい支援者養成研修（実践）≪白石支援員・田渕支援員≫ 

１３．その他    ・国家資格又は受験資格を得るための学習会等の情報を提供する。 

           ・資格取得の際の勤務等を配慮し、機会確保を支援する。 

 

（２８）事務所の配置 

 〇新館 
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〇本 館 

      

 

〇リバティ２階 

      

 

（２９）その他 

１．理事会開催について（予 定） 

〇令和７年 ５月２４日(土) １０：００～ 決算理事会・会員総会 

〇令和７年１１月１３日(木) １８：００～ 上期決算理事会 

〇令和８年 ３月 ５日(木) １８：００～ 予算理事会 

 

２．意見交換会開催について 

〇令和７年 ７月 ５日(土) １７：３０～ 新任職員歓迎会及び理事・監事との意見交換会 

〇令和８年 １月１７日(土) １８：００～ 理事・監事との意見交換会 



　第５号議案　令和７年度　予　算　案

　[ 収入の部 ] （単位：円）

金　　　　額 備　　　　考 金　　　　額 備　　　　考

　共同生活援助

代理受領収入 82,000,000 国保連 人件費 85,900,000 職員１８人、非常勤１７人

処遇改善加算 12,000,000 その他経費 19,483,000

利用者負担額 8,420,000 家賃、光熱、食費、日用品

その他収入 3,194,000 補助金、会費収入

小　計 105,614,000 小　計 105,383,000

代理受領収入 104,400,000 国保連 人件費 89,690,000 職員１２人、非常勤３人

処遇改善加算 8,450,000 その他経費 14,228,000

利用者負担額 1,440,000 食費

その他収入 1,696,000 会費、作業収入

小　計 115,986,000 小　計 103,918,000

代理受領収入 120,260,000 国保連 人件費 101,500,000 職員１２人、非常勤１１人

処遇改善加算 9,740,000 その他経費 21,046,000

利用者負担額 1,680,000

その他収入 1,264,000 会費、作業収入

小　計 132,944,000 小　計 122,546,000

　行動援護

代理受領収入 21,000,000 国保連 人件費 25,988,000 職員６人、ヘルパー手当

処遇改善加算 8,280,000 その他経費 2,783,000

その他収入 96,000

小　計 29,376,000 小　計 28,771,000

　移動支援

代理受領収入 64,000 国保連、松原市支援費 人件費 0 職員１人、ヘルパー手当

その他経費 1,000

小　計 64,000 小　計 1,000

　短期入所

代理受領収入 23,000,000 国保連 人件費 15,450,000 職員１５人

処遇改善加算 3,710,000 その他経費 6,389,000

利用者負担額 1,350,000 光熱、食費

その他収入 142,000

小　計 28,202,000 小　計 21,839,000

　相談支援

代理受領収入 4,600,000 国保連 人件費 20,160,000 職員2人

その他経費 351,000

小　計 4,600,000 小　計 20,511,000

　本部

会費収入 420,000 その他経費 181,000 支払利息　租税公課

小　計 420,000 小　計 181,000

14,056,000

（12,930,000）
　合　　計 417,206,000 417,206,000

　[ 支出の部 ]

会計区分 会計区分

　共同生活援助

　生活介護　こんふぉーと 　生活介護　こんふぉーと

　本部

繰越金

(減価償却費）
　合　　計

　生活介護　リアン 　生活介護　リアン

　行動援護

　移動支援

　短期入所

　相談支援



金　額（円） 金　額（円） 金　額（円） ％

件数 106 109

口数 161 1,924,000 162 1,938,000

件数 0 0

口数 0 0 0 0

口数 161 162 1

金額 1,924,000 1,938,000 14,000 100.7%

件数 20 17

口数 30 91,000 23 69,000

件数 4 4

口数 4 80,000 5 100,000

口数 34 28 -6 

金額 171,000 169,000 -2,000 98.8%

口数 195 190 -5

金額 2,095,000 2,107,000 12,000 100.6%

金　額（円） 金　額（円） 金　額（円） ％

寄 付 1,234,560 寄 付 1,022,270

クリスマス
　プレゼント

100,000
クリスマス
　プレゼント

100,000

1,334,560 1,122,270 -212,290 84.1%

前年度対比

賛
助
会
員

個

　

人
3,000

団

　

体
20,000

小　計

会費合計

寄附金

一般寄附金

令和５年度 令和６年度

令和６年度 前年度対比

正
会
員

個

　

人
12,000

団

　

体
20,000

小　計

会 員・寄 付 の 状 況
会　費

種　別
会費
　/年(円)

令和５年度


